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三
章

商

業

新
し
い
街
づ
く
り
を
構
想
し、
研
究
・
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ、
具
体
的
に

滝
川
市
街
の
活
性
化
を
計
る
事
業
が
実
施
にう
つ
さ
れ、
経
済
界
の
潮
流
に
合

っ
た、
市
民
の
豊
か
な
生
活
を
目
指
し
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
大
型
中

型
化、
専
門
店
化、
郊
外
型
化、
協
同
化、
そ
し
て
特
定
店
舗
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
二
四
時
間
型
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
い
ば
か
り
のテ
ン
ポ
で
の
変
化
が
商
業

都
市
滝
川
に
見
う
け
ら
れ
る
。

第
一
節
及
び
第
二
節
は下
巻
に
登
載

第
三節

運
送
業

経
済
の
発
展
と
道
路
網
の
整
備
は
運
送
用
車
両
の
改
良
充
実
と
あ
い
ま
って

物
資
の
流
通
を
刺
激し
、
商
工
業
の
伸
展
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
殊
に
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
宅
配
便
は
、
日
通
ペ
リ
カ
ン
便
、
ク
ロ

ネ
コ
ヤ
マ
ト、
ほ
く
さ
ん
急
便
等
が
営
業
所
を
設
置
し
営
業
活
動
を
本
格
的
に

展
開、
更
に
コン
テ
ナ
輸
送
の
普
及、
農
畜
産
物
・
工
業
製
品
・
原
材
料
等
の

陸
送
は
好
景
気
を
反
映
し
繁
忙
を
極
め
て
い
る
。
し
か
し
、
一面
に
お
い
て
交

通
事
故
の
増
加、
輸
送
秩
序
の
確
立
な
ど
問
題
も
多
い
と
こ
ろ
か
ら、
業
界
は

第
三
章
商

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
結
集
し
自
ら
の
責
任
と
努
力
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

に
尽
力
し
て
い
る
。

結
成
年
月
日

参
加
範
囲

ト
ラ
ッ
ク
協
会
滝
川
支
部

(
)
は
滝
川
市
分

昭
和
四
十
年
七月
二
十
九
日

滝
川
市、
砂
川
市、
歌
志
内
市、
奈
井
江
町、
上
砂
川
町、
新
十
津
川

町
、
浜
益
村

会
員
数

五
六
社
(一
八
社)

一、
○
七三
両
(三
二
五
両)

一、
三
一
一人

(四
二
三
人
)

歴
代
支
部
長
初
代
明
円
高
志
、
二
代
藤
井
計
養

三
代
伊
藤
郁
夫

日
本
通
運
株
式
会
社
滝
川
営
業
支
店

歴
代
支
店長

一
七
代

一
六
代

一
五代

坂
田

中
谷
伊
藤

高
木

長
岡笹原
正
男
(〃

元
・
五
・
一～
現

滝
川
通
運
株
式
会
社
(流
通
団
地
二
丁
目
四‒‒一

八
)

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
設
立
さ
れ
た
当
社
は、
滝
川
駅
に
お
け
る

通
運
事
業
の
免
許
を
運
輸
大
臣
よ
り
受
け、
以
来
一
般
区
域
貨
物
自
動
車
運
送

事
業、
自
動
車
分
解
整
備
事
業、
国
内
航
空
貨
物
取
扱
代
理
店
事
業、
内
航
運

送
取
扱
事
業、
自
動
車
運
送
取
扱
事
業、
そ
の
他
航
空
券
の
販
売
と
多
角
的
な

物
流
機
能
を
も
っ
て
滝
川
市
を
中
心
に
堅
実
な
営
業
を
続
け
て
い
る
。

開
業
当
初
は
栄
町
一
四
四
番
地
に
本
社
を
設
置
し
営
業
を
開
始
し
た
が、
昭

和
三
十
八
年
九
月
栄
町三
丁
目
に
移
転
、
鉄
道
用
地
内
に
保
管
庫
も
新
築
し
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業

敏
雄
(昭
五二
・
七・
一
五
～
昭
六〇
・
七
・三
一)

政
治
(〃
六〇
・
八・

一～
♪
六
三・
四・
三
〇
)

志
郎
(〃六三

・
五
・
一～
平
元
・
一
・
一五)

稔
(平

元・
一・
一
六～
ク
元・
四・
二〇)

紀
夫
(〃

元
・
四
・
二
一～
ク
元
・
四
・三
〇
)

～

在
)

二〇
代

一九
代

一八
代

車
両
数

従
業
員
数



第
八
編
産
業
・
経
済

た
。
昭
和
四
十
一
年
十
二
月、
西
町
一
五
八
番
地
に
自
動
車
整
備
工
場
を
新
築

し
業
務
内
容
を
拡
充、
更
に
昭
和
五
十
四
年
九
月
、
流
通
団
地
に
本
社
及
び
自

動
車
整
備
工
場
を
新
築
移
転
業
績
向
上
に
努
め
て
い
る
。

平
成
元
年
九
月、
秩
父
別
町
に
土
地
九、
三
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
を
所
得

し、
地
元
から
の
要
望
に
応
え
平
成
二
年
六
月
に
営
業
所
を
新
設
営
業
を
開
始

し
た
。・
会
社
の
概
要

人員
構
成
役員
七、
事
務
員
一六、

作
業員
五、
乗
務
員三
八

平
ボ
デ
ー
車
他
六
八
両

十
一
億
円
(平
成
元
年
度)

二、
〇
〇
〇
万
円

三
七六
・
六〇
平
方
メー
ト
ル

一
八
八
・
一
一平
方
メー
ト
ル

二
六
四
・
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

・歴
代
社
長

初代
太
田
信
吉
(昭和二

五・
一二
・
二
六)

二
代
新
谷
好
道
(〃
二八
・
八
・二
五)

三代
山
下
菊
太
郎
(〃

三
一・

六・
二
七)

四
代
明
円
高
志
(〃

四
七
・
五
・
二
三
現
在)

滝
川
自
動
車
運
輸
株
式
会
社
(滝
川
市
流
通
団
地二
丁
目三
十‒一三

)

昭
和
三
十
年
六
月
創
業、

一般
区
域
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
開
始
し
た
。

土
木
建
設
資
材、
米
穀、
酒
類
、
石
油
類
の
輸
送
を
は
じ
め
と
し
、
ヒ
ュ
ー
ム

管
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
輸
送
等
業
績
を
拡
大、
札
幌
(六
十
年
廃
止)、
函
館、
苫

小
枚
に
営
業
所
を
設
置、
昭
和
五
十
五
年
流
通
団
地
に
本
社
営
業
所
及
び
本
社

を
新
町
か
ら
移
転
新
築、
自
動
車
運
輸
事
業
を
質
量
共
に
向
上
さ
せ
堅
実
な
歩

み
を
続
け
て
い
る
。

•
会
社
概
要

総
数

八
七
名

本
社
一
〇
名、
本
社
営
業
所
四
一
名

函
館
営
業
所
一
一名

苫
小
枚
営
業
所
二
五
名

大
型
十
一
屯
車
一九
台、
大
型
タン
ク
車
二
七
台

そ
の
他
各
種
車
両
二三
台

本
社
敷
地
二、
八
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物

鉄
骨
二
階
建
三
五
三
・
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

整
備
工
場
鉄
骨
平
家
建
三
七
六・
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

藤
井
計
養
(昭
三
〇
・
六
～
昭
六〇
・
九
)

藤
井
謙
和
(昭六〇

・
一〇
～
現

在)
二代

・
歴
代
社
長
初
代

滝
川
北
自
運
輸
株
式
会
社
(黄
金
町
西三
丁
目
一‒‒三

三
)

滝
川
北
自
運
輸
は
一
般
区
域
貨
物
自
動
車
運
送
業
務
を
行
う
も
の
で
、
用

土
、
砂
利、
除
雪
、
合
材
等
の
土
木
工
事
用
資
材
と
そ
れ
に
伴
う
建
設
機
械
を

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
等
に
よ
り
運
搬
し
て
い
る
。
ま
た、
留
萌
を
基
地
と
す
る
バ

ラ
セ
メン
ト
を
空
知、
上
川、
宗
谷
の
各
管
内
一円
に
輸
送
し
、
地
域
経
済
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
平
成
元
年
度
に
お
け
る
取
扱
高

は、
三
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
る
。

昭
和
五
年
、(米)中

島
商
店
が
七
台
の
車
両
を
も
っ
て
自
家
自
動
車
運
輸
業
を

始
め
た
の
が
そ
の
前
身
で
あ
り
、
そ
の
後
業
績
は
拡
張
さ
れ
て
き
た
が
戦
争
に

よ
る
統
制
に
よ
り
北
海
道
自
動
車
運
輸
株)に
統
合
さ
れ
滝
川
営
業
所
と
し
て
業

務
を
続
け
て
き
た
。
終
戦
後
企
業
解
体
実
施
に
よ
り
、
北
自
運
輸(株)と

し
て
発

足
し
滝
川
営
業
所
と
な
っ
た
が、
昭
和二
十
九
年、
北
自
運
輸
解
体
に
よ
っ
て
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倉
庫

建
物
事
務
所

敷
地
六三
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル

五
九
・
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル

五
九
・
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル

駅
前
営
業
所

建
物

車
庫

自
動
車
整
備
工
場

本
社
事
務
所

本
社
敷
地
六
、
七
七
七
・
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル

資
本
金

年
商

車
両
数

内
訳

車
両
数

総
数
六
九
台

内
訳

従
業
員

資
本
金

二、
八
〇
〇
万
円



滝
川
北
自
運
輸
株
式
会
社
と
し
て
改
め
て
設
立
さ
れ
現
在
に
至
って
い
る
。

•会
社
概
要

本
社

倉
庫

車
庫

事
務
所

木
造
二
階
建
一
五二
・
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル

鉄
骨
平
屋
建
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
平
屋
建
六
四
・
八
〇
平
方
メ
ー
ト

木
造
モ
ル
タ
ル
三
一
六・
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル

,歴
代
社
長

初
代
中島

二
代
秋
吉
兼
茂
〃
十
八
年七
月

三
代
岩
本
政
一
〃
二
十
三
年
十
月

四
代
中
島
正
雄
〃
二
十
九
年
四
月
～
現
在

第
四
節
は下
巻
に登
載

第
五
節
魚
菜
市
場

滝
川
地
方
卸
売
市
場
株
式
会
社
(流
通
団
地三
丁
目
七‒‒一)

昭
和
十
七
年
十二
月
三
十
一
日、
戦
時
統
制
機
構
の
推
進
に
よ
り
、
滝
川
卸

売
市
場
株
式
会
社
及
び
新
十
津
川
魚
菜
市
場
の
両
者
が
解
散
し、
そ
の
株
主
が

主
体
と
な
っ
て
新
し
く
滝
川
鮮
魚
介
配
給
株
式
会
社
を
設
立
し
た
の
が
現
在
の

業

滝川地方卸売市場

会
社
で
あ
る
。
創
立
当
時
は
水
産
部

門
だ
け
で
発
足
し
た
が
、
統
制
解
除

に
伴
い
青
果
部
門
を
復
活
し
て
魚
菜

市
場
の
形
態
を
整
え
る
と
と
も
に
、

商
号
を
滝
川
魚
菜
御
売
市
場
株
式
会

社
と
変
更
し
た
。

昭
和
四
十二
年、
交
通
網
の
発
達

で
鉄
道
輸
送
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

主
流
が
変
っ
た
こ
と
と
、
取
扱
い
量

の
増
加
と
激
増
す
る
車
両
と
に
よ
っ

て
施
設
が
狭
隘
に
な
っ
た
こ
と
か

ル

ら
、
現
在
地
に
新
市
場
を
建
設
し
商
号
を
滝
川
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
と
改

め
移
転
し
開
場
し
た
。

移
転
後
はバ
ナ
ナ
加
工
を
は
じ
め、
よ
つ
葉
牛
乳
の
貯
蔵
販
売
な
ど
業
務
を

開
拓
し
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
近
隣
五
市
場
と
提
携
し
、
共
同
荷
捌
き
を
目
指

し
丸
協
道
央
荷
受
協
同
組
合
を
設
立、
そ
の
荷
捌
所
を
構
内
に
建
設
し
た
。
翌

四
十
七
年
度
に
北
海
道
地
方
卸
売
市
場
条
例
の
施
行
に
対
応
し
て
商
号
を
滝
川

地
方
卸
売
市
場
株
式
会
社
と
改
め
る
と
と
も
に
市
場
の
増
築
を
実
施、
昭
和
四

十
八
年
度
に入
り
隣
接
の
用
地
を
買
収
し
て
こ
れ
に
本
格
的
冷
凍
庫
及
び
一
般

倉
庫
を
建
築
す
る
と
と
も
に
駐
車
場
の
拡
張
を
行
い
施
設
の
整
備
を
完
了
し
業

務
は
堅
調
に
推
進
さ
れ
業
績
は
向
上
し
て
き
た
。

し
か
し、
業
績
の
拡
大
と
と
も
に、
年
数
経
過
に
よる
施
設
設
備の
老
朽
化

と
狭
隘
さ
が
顕
著
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
解
消
し
一
層
の
機
能
化
を

第
三
章
商 七〇
〇
万
円

ダ
ン
プ
一
五
台
、
セ
メ
ン
ト
車
四
台
等
、
合
計
二
七
台

資
本
金

社
員
数

車
両
数

二
六
名

敷
地
面
積
三、
〇
三
八
・
六
一
平
方
メ
ー
ト
ル

ル

※
花
月
町
倉
庫
(二
棟
)

長
蔵
昭
和
五年
五
月

433



第
八
編
産
業
・
経
済

図
る
必
要
から
道
路
交
通
至
便
の
流
通
団
地
に
移
転
新
築
す
る
こ
と
に
な
り、

平
成
二
年
四
月、
地
鎮
祭
を
行
い
着
工
、
同
年
十
月
二
十
四
日
落
成
式
を
挙
行

新
市
場
に
お
け
る
業
務
を
開
始
し
た
。

•
会
社
概
要

所
在
地

資
本
金

事
業
内
容

従
業
員
数
三
十
三
名

鮮
魚
・
青
果
及
び
生
鮮
食
品
の
卸
売
業

三七
億二
、
〇
〇
〇
万
円
(平
成
元
年
一
月
～
十
二
月
末)

敷
地
面
積
二
四、
七
九
三
・
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル

・
施
設
概
要

売
上
高

建
物
構
造
鉄
骨
造
り
一
部
二
階
建

延
床
面
積
三、
〇
三
四
・〇
一
平
方
メー
ト
ル

(主
な
内
訳
)
セ
リ
場
一、
五
一二
・
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

事
務
室

冷
蔵
庫

六
二
六
・
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

五
〇
八
・
六
八
平
方
メ
ー
ト
ル

駐
車
場
面
積
二、
○
一
五
・
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
(収
容
能
力
一
〇
〇
台
)

バ
ナ
ナ
加
工
所
二
九
三
・
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル

・
歴
代
社
長

在
)

五
代
川
股
高
義
(昭和

四
五・
二・
二一～

昭
和六三

・二
・二
七)

六
代
加
賀
井
達
也
(昭
和
六
三
・
二
・
二
七
～
現

第
六
節
か
ら
第
八
節
まで
は下
巻
に
登
載

第
九
節
商

工
会

滝
川
商
工
会
議
所
(大
町
一丁
目
八
一‒一)

昭
和
二
十
三
年
設
立
の
滝
川
商
工
会
議
所
は、
明
治
末
の
滝
川
実
業
団
結
成

以
来、
滝
川
商
業
俱
楽
部(大
正二
年)、
滝
川
実
業
協
会
(大
正
六年)、

滝
川
商
工

会
(大正

十五年)と
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
商
工
業
の
ま
ち
滝
川
の
発
展
を
ね

が
い
営
と々
努
力
を
続
け
今
日
の
組
織
だ
っ
た
活
動
に
よ
っ
て
輝
か
し
い
業
績

を
積
み
上
げ
て
き
た。

近
年
の
日
本
経
済
の
変
動
は
滝
川
の
産
業
構
造
にも
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

し
、
将
来
を
見
す
え
た
街
づ
く
り
の
計
画
策
定
の
必
要
が
叫
ば
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
昭
和
五
十
四
年、
半
年
に
わ
た
る
商
業
診
断
が
実
施
さ
れ
勧
告
書
が
出
さ

れ
た。
更
に
不
況
によ
る
商
業
基
盤
の
脆
弱
性
を
打
破
す
る
た
め
に
は、
企
業

み
ず
か
ら
の
力
で
活
路
を
開
く
努
力
と
総
合
的
視
野
に
立
っ
た
近
代
化
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
た
結
果
「滝
川
市
商

店
街
近
代
化
計
画
」
と
し
て
成
案
化
し
こ
れ
と
平
行
し
て
各
商
店
街
の
法
人
化

が
推
進
さ
れ
た
。

駅
前
再
開
発
と
大
型
店
出
店
に
か
か
わ
る
問
題
は
滝
川
商
工
会
議
所
と
し
て

の
力
量
を
問
わ
れ
る
重
大
事
で
あ
っ
た
が、
商
調
協
を
中
心
に
精
力
的
に
調
査

研
究
に
つ
と
め
大
所
高
所
よ
り
審
議
を
つ
く
し
、
一部
大
手
外
部
資
本
の
身
勝

手
を
許
さ
ず
、
中
空
知
中
核
都
市
と
し
て
の
街
づ
く
り
の
判
断
から
適
切
な
方

向
で
結
着
し
た
そ
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た、
國
學
院
女
子
短

大
の
開
学
へ
の
全
面
協
力、
菊
水
町
へ
の
石
狩
川
架
橋
事
業
の
推
進、
国
道
十

二
号
バ
イ
パ
ス
の
推
進、
能
力
開
発、
技
術
取
得
事
業
の
推
進、
た
き
か
わ
観

光
協
会
の
設
立
な
ど
市
況
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た。
こ
れ
は
企
業
者

と
市
民
と
が、
共
に
考
え
対
話
し
て
で
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
提
言
を
基
幹
と
し

て
行
政
と
タイ
ア
ップ
し
て
尽
力
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
殊

に
大
型
店
出
店
に
か
か
わ
る
既
存
業
者
の
育
成
に
は
心
血
を
注
ぎ
、
調
和
の
あ
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る
発
展
に
行
き
着
け
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
「心
触
れ
合
う
緑
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り」
が
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
課
題
は
山
積
し
て
い
る。
大
規
模
小

売
り
店
舗
に
お
け
る
小
売
業
と
中
小
小
売
業
と
の
共
存
を
ど
の
よ
う
に
図
る

か
、
商
業
意
識
の
変
革
を
は
か
り
市
民
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
ど
う
求
め
る

か
、
企
業
行
動
会
議
の
提
言
内
容
の
具
現
化
を
ど
う
す
す
める
か
等
、々
ひ
と

り
滝
川
市
のみ
な
ら
ず
中
空
知
五
市
五
町
の
広
域
圏
の
中
核
都
市
と
し
て
の
役

割
を
ど
う
果
た
せ
る
か
に
集
約
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
滝
川
商
工
会
議
所
の
結
束

力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ップ
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

・
歴
代
会
頭

初
代
次
田
秀
彦

三
二

昭(二九・ミ)
三
代
山
下
菊
太
郎

・
五
四 三 11

小
五
一
・
万

六
代
岡
田
外
之
現

(ハ
六三
・
四) 四六

四
代
今
野
正
義
少
五
一
・
四

五
代
少
覺

納

・平
成
元
年
度
会
員
数

一、
二
七
一
名

商
業
近
代
化
地
域
計
画
の
策
定

平
成
二
年
度
の
中
小
企
業
庁
指
定
事
業
の
内、
基
本
計
画
に
つ
い
て
滝
川
商

工
会
議
所
が
指
定
を
う
け、
平
成三
年
二
月
に
計
画
を
策
定
提
出
し、
道
並び

に
日
本
商
工
会
議
所
の
指
導
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は、
中
空
知
広
域
圏
が
過
去
三
〇
年
間
で
人
口
が
半
減
し
た
こ
と
で
中

空
知
経
済
の
活
性
化
が
緊
急
か
つ
長
期
的
に
必
要
あ
る
も
の
と
断
じ
、
滝
川
は

商
業
機
能
の
整
備
充
実
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
単
な
る
「買
い
物

の
場
」
か
ら、
地
域
住
民
に
対
す
る
「憩
い
の
場
」
「暮
ら
し
の
場
」
へ
の
転

換
を
急
ぐべ
き
だ
と
規
定
、
近
代
化
委
員
会
を
設
置
し
て、
商
業
者
、
消
費

者
、
若
い
経
営
者、
中
央
の
学
識
経
験
者、
専
門
家
な
ど
か
ら
助
言
、
指
導
を

得
て、
問
題
点、
改
善
点、
現
状
分
析と
認
識
を
確
か
な
も
の
と
し
て
長
期
展

望
に
立
っ
た
近
代
化
計
画
策
定
作
業
を
す
す
め
る
も
の
で、
滝
川
の
将
来
像
を

ど
う
求
める
か、
全
市
民
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

江
部
乙
商
工
会

商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
(昭
和三
十
五
年)
の
制

定
に
基づ
いて
、
町
内
の
商
工
業
者
が
相
集
い、
会
員
一三
九
名を
も
っ
て
昭

和
三
十
五
年
九
月
二
十
六
日
設
立
し
た
。
江
部
乙
地
区
に
お
け
る
商
工
業
の
健

全
な
発
展
と
商
工
業
者
が
行
う
事
業
活
動
の
促
進
の
た
め
に、
経
営
改
善
の
た

め
の
諸
事
業
を
す
す
め、
相
談
・
指
導
・
斡
旋
の
ほ
か
、
各
種
の
事
務
代
行
事

業
等
を
精
力
的
に
推
進
し
て
き
た。
ま
た、
商
工
ま
つ
り、
中
元
・
年
末
年
始

大
売
り
出
し
等
に
よ
る
町
民
と
の
提
携、
優
良
従
業
員
表
彰
な
ど
幅
広
く
地
域

産
業
お
こ
し
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
努
力
を
営
と々
続
け
て
い
る
。

歴
代
会
長
一
四
代
坂
口
末
一
(昭
四
九
～
昭
六
三
)

一五
代
吉
本
国
一
(昭
六
三
～
現
在
)

滝
川
市
商
工
業
振
興
委
員
会

市
で
は
昭
和
四
十
六
年
に
制
定
し
た
滝
川
市
商
工
業
並
び
に
農
業
振
興
補
償

融
資
条
例
の
目
的
を
よ
り
徹
底
す
る
た
め
に、
商
工
業
と
農
業
を
分
離
し
て
昭

和
五
十
六
年
七
月
一
日
滝
川
市
商
工
業
振
興
条
例
を
新
た
に
制
定
し
た
。

こ
の
条
例
は、
本
市
に
お
け
る
商
工
業
が
市
民
生
活
の
向
上
と
市
勢
の
発
展
に
果
た
す
役

割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
企
業
の
自
主
的
な
努
力
を
助
長
し
、
企
業
の
近
代
化、
合
理
化

及
び
協
業
化
を
促
進
す
る
た
め、
そ
の
健
全
な
発
展
に
必
要
な
助
成
及
び
融
資
等
を
行
い、

も
っ
て
そ
の
育
成
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
(条
例
第
一
条)

商
工
振
興
委
員
会

こ
の
条
例
の
中
に、
商
工
振
興
委
員
会
設
置
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り、
委
員
会

第
三
章
商
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第
八
編
産
業・
経
済

商
店
数
・
従
業
員
数
及
び
商
品
年
間
販
売
額

(各
年
5
月
1
日
現
在、
単
位
人
・
万
円
)

54
57

60
63

商
店
数
従
業
員
数
年
間
販
売
額

商
店
数
従
業
員
数

年
間
販
売
額
商
店
数
従
業
員
数
年
間
販
売
額

商
店
数
従
業
員
数
年
間
販
売
額

総卸

売
業業

総
159

1,709
7,199,091

157
1,377

7,881,774
160

1,371
9,111,498

150
1,355

8,717,614

402
繊

維
品

卸
売

業

1

x

x

1

x

x

-

1

1

X

403
衣
服
身
の
回
り
品
卸
売
業

3
42

51,400

2

x

2

x

x

2

x

X

404
農
畜
産
物
水
産
物
卸
売
業

22
227

1,439,919
22

230
1,813,801

25
261

2,215,226
23

299
2,050,319

405
食
料
・
飲
料
卸
売
業

25
292

1,311,481
32

308
1,511,203

28
278

1,557,079
23

227
1,187,098

406
医
薬
品
・
化
粧
品
卸
売
業

7
126

584,111
7

144
771,620

6
88

705,143
7

130
1,074,013

407
化
学
製
品
卸
売
業

4
24

62,632

2

x

x

4

32
255,178

4
19

116,062
408
鉱
物・
金
属
材
料
卸
売
業

11
166

895,353
11

151
1,084,744

7
88

842,240
8

114
724,941

409
機
械
器
具
卸
売
業

30
268

1,014,205
32

184
711,845

34
199

1,002,004
28

166
948,

649
411

建
築
材
料
卸
売
業

26
240

1,133,206
29

170
1,388,899

2
6

168
1,695,517

30
181

1,693,840
412

家
具
建
具
じ
ゅ
う
器
等
卸
売
業

6
64

142,
028

5
29

64,655
8

46
80,912

3
30

78,894
413

再
生
資
源
卸
売
業

8

x

X

4

19
17,868

5

x

x

5

24
24,092

419
そ
の
他
の
卸
売
業

15
208

528,673
10

115
406,776

15
178

683,129
15

138
751,683

小
売

業
総

数
637

3,140
4,664,830

656
3,524

5,733,483
629

3,552
5,901,681

653
3,802

6,316,575

43
各
種
商
品
小
売
業

1

X

x

1

x

x

1

x

2

X

x

44
織
物
衣
服
身
の
回
り品
小
売
業

107
551

757,244
120

635
932,

784
106

557
915,749

110
584

944,022
45
飲
食
料
品
小
売
業

218
952

1,372,909
213

1,008
1,690,453

210
1,102

1,845,638
230

1,290
1,982,393

自
動
車・
自
転
車
小
売
業

47
33

x

x

39
x

x

40

x

x

38
278

646,930
48
家
具
建
具
じ
ゅ
う
器
小
売
業

84
375

448,
528

77
312

464,491
67

261
435,066

69
294

465,432
49
そ
の
他
の
小
売
業

194
924

1,338,617
206

1,194
1,856,569

205
1,258

1,870,838
204

1,164
1,666,027

796
4,849

11,863,
921

813
4,901

13,615,257
789

4,923
15,013,179

803
5,157

15,034,189

数数

※
飲
食
店
を
除
く

436



第
三
章
商

福
島
栄
蔵

同
業

右
～
五
四
・
一〇
・
三
一

小間
時彦

同 同
誠
吉
五二
・
七
・
一～
六二
・
六
・三
〇

花
摘

右
～
五
二
・
六
・
三
〇

斉
五
一
・
八
・

一～
六
〇
・
六
・
三
〇

右
～
同

右 右

右

坂
口
末
一
四
九
・
六
・

一～
五
八
・
六
・
三〇

同
石
黒
光
成

右
～
四
九
・
五
・
三
一

右
～
五
〇
・
五
・
三
一

～
右
～
同

六
・

一～
五
八
・
六
・
三〇

右
～
四
八
・
五
・
三
一

右
～
四
七
・
二・
二
九

右
～
同

右
～
四
八
・
五
・
三
一

右
～
五
〇
・
五
・
三
一

右
～
五
二・

・
六
・三
〇

右
～
五
一・

七・
三
一

六
・
三〇

六
・
三〇

五
・三
一

少
覺

納(四六:
欣:
一二四八:

五・三
)

六
・
三〇

氏
名

昭
和同 同 同 同 同 同

・
五

同 六〇六同

後呂
義
久

岡
田
外
之
四
八・

久
田
政
義

続
木
憲
治

東
金
次
郎

山
本

栄

今
野
正
義

日
野
田
通
正

上
田

富
家
加
藤
初
夫稔

右

五
九
・
七・

一～
六
一・

九・
三〇

右
～
同

右
～
平
元
・
六
・三
〇
右

在 在

右
～
六
二
・
六
・
三〇

右
～
現

忠
五
七
・
五
・

一～
五
九
・
六
・
三
〇

任

右 右 右 右 右 右 右

55555

～ 一
1 ～ ～ ～ S

中
野
哲
男

六二
・
七
・
一～

同
西
山
政
市
六一・

一〇
・

一～平
元
・
六・三

〇
清

鈴
木

六
〇
・
七
・

一～
現

同同 同 同

同

笹
木
和
幸

塩
尻
一
幸

才
田
良
利

田
端
真
佳
五
八
・
七
・

一～
現

塚田 氏
名

同 同 同 同 ● 同

笹
木
国
春

水
林
中
島

牧
野
健広

広 健

登
平
元
・

七
・

杉
本
幸
雄

共
済
制
度

滝
川
商
工
会
議
所
主
宰
の
も
の
に
次
の
三
種
が
あ
る
。

1・
災
害
保
障
特
約
付
団
体
定
期
保
険

昭
和
四
十
七
年
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

福
祉
共
済
制
度
は
保
障
内
容
に
お
い
て
漸
次
改
善
さ
れ
平
成
元
年
現
在
で
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

契
約
は
一
年
間
で、
掛
け
金
は
一
口、
八
〇
六
円、
一人
五
口
ま
で
加
入
で

き
る
。
給
付
は、
病
気
に
よ
る
死
亡
・
高
度
障
害
に
一
口
に
つ
き
一
三
〇
万

田中中川
清
義

同
中
西

清
一
五
〇
・
七
・

一～
同

は
一〇
人
以
内
で
組
織
し、
市
長
が
委
嘱
す
る
こと
と
な
っ
て
い
る
。
委
員
の

任
期
は二
年
で
あ
る
。
市
史
下
巻
に
は、
こ
の
商
工
業
振
興
委
員
会
制
度
に
つ

い
て
の
記
述
が
な
く
、
委
員
の
氏
名
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で、
続
巻
で
は

昭
和
四
十
六
年
発
足
以
来
の
委
員
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

～

任
退

任

茂
四
六・

六
・
一～
五
八
・

吉
本
国一
(四):

�:
一
捫
:

在 在 在 在 在 在 在 右 右 在 任

退

沼
田
栄
二
五
四
・
一
一・

一～
五
七
・
四
・
三
〇

就

現 現 現 現 現 現 現 同 同

黒
元
利
秀

同

中
田

翼
西
田
洋
一

同
右

長
尾
昌
弘
四
七
・
三
・

一～
同

辻
奥
幸
雄
四
八
・
六
・

一～
五
一・

七
・
三
一

右

同
玉
置
重
司
同

信
夫

譲

三浦
晃
裕

右
～
同
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済

円
、
不
慮
の
事
故
に
よ
る
死
亡
・
高
度
障
害
に
一
口
に
つき
二
六
〇
万
円、
障

害
の
程
度
に
よ
り
一
口
に
つき
最
低
一
三万
円
か
ら
最
高
九
一万
円
が
支
払
わ

れ、
五
日
以
上
一二
〇
日
限
度
ま
で
入
院
に
際
し、

一日
一
口
に
つ
き
一、
九

五〇
円
の
入
院
給
付
金が
出
る
仕
組
み
で、
加
入
口
数
倍
の
金
額
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
り、

一年
ご
と
の
収
支
決
算
で
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
、
配
当
金

と
し
て
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
特
定
退
職
金
共
済
制
度

「賃
金
の
支
払
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き、
事
業
主
は
退
職
金
支
払
いの
た
め
に
保
全
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
さ

れ
て
い
る
が、
滝
川
商
工
会
議
所
で
は
こ
れ
に
対
応
し
掛
金
を
全
額
事
業
主
負

担
の
本
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
退
職
金
制
度
に
よ
っ
て
従
業
員
の
採
用

と
そ
の
定
着
に
大
き
な
力
と
な
り
、
安
定
し
た
事
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

契
約
に
よ
る
と
、
加
入
は
従
業
員
一
人
二
〇
口
ま
で
で、
一
口
の
掛
金
は
月

額
一、
〇
〇
〇
円、
給
付
は、
加
入
従
業
員
が
退
職
し
た
と
き
の
退
職
一
時

金
、
加
入
従
業
員
が
死
亡
し
た
と
き
の
遺
族
一
時
金、
加
入
一〇
年
以
上
の
退

職
者
が
希
望
す
る
と
き
の
年
金
支
給
の
三
通
り
が
あ
る
。
た
だ
し
年
金
の
支
給

は
一
〇
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば、

一〇
ロ
加
入
し
て
い
る
場
合
月

額
一
四
万
一、
三
九〇
円
を
一
〇
か
年
間
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
(総
額
一、

六
九六
万
六、
八〇
〇
円
に
なる)。

な
お
事
業
主、
役
員
も
し
く
は
事
業
主
と
生
活
を
一に
す
る
親
族
は
加
入
で

き
な
い。
ま
た、
次
の
よ
う
な
人
の
加
入
は
差
支
え
な
い
。
期
間
つ
き
採
用
の

人
、
季
節
採
用
の
人
、
試
用
期
間
中
の
人、
非
常
勤
の
人
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
よ
う
に
労
働
時
間
の
短
か
い
人、
休
職
中
の
人
な
ど
で
あ
る
。

・
経
営
者
年
金
共
済
制
度
(企
業年
金
保
険)

事
業
者、
法
人
役
員、
家
族
専
従
者
及
び
幹
部
従
業
員
の
た
めの
制
度
で、

豊
か
な
生
活
と
事
業
発
展
の
基
礎
づ
く
り
を
目
指
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
昭

和
五
十
六
年
六
月
の
発
足
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
内
容
は
掛
金
月
額
一
口
五
、
〇
〇
〇
円
で
二
〇
口
ま
で
加
入
可

能
で
、
掛
金
負
担
は
個
人
事
業
主
又
は
法
人
で
あ
る
。

給
付
さ
れ
る
場
合
は、

一時
金と
し
て
加
入
者
が
こ
の
制
度
を
脱
退
し
た
と

き
。
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
一時
金
の
金
額
に
一口
に
つ
き
一万
円
を
加

算
し
て
遺
族
一
時
金
と
し
て
支
給。
五
年
以
上
の
加
入
者
が
脱
退
し
た
と
き
加

入
者
の
生
死
に
か
か
わ
り
な
く
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ

る
。
の三
通
り
に
な
って
い
る
。

2
勤
労
者
福
祉
共
済
制
度
中
小
企
業
の
従
業
員
と
事
業
主
の
福
祉
向
上

を
図
り
、
勤
労
意
欲
と
定
着
率
を
高
め
る
た
め
、
滝
川
市
で
は
道
内
で
四
番
目

の
自
治
体
直
営
方
式
に
よ
る
こ
の
制
度
を
昭
和
五
十
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。条
例
に
よ
る
と
、
加
入
資
格
は
一
五
歳
以
上
の
従
業
員
と
事
業
主、
家
族
従

業
員
で
年
齢
の
頭
打
ち
は
な
い
が、
臨
時
・
パー
ト
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

は
除
外
さ
れ
る
。
昭
和
五
十
年
十
月
十
四
日
条
例
制
定
以
来、
六
回
の
改
正
が

行
わ
れ
てい
る
が、
昭
和
六
十二
年
四
月
一
日
の
条
例
改
正
現
在
で
は、
掛
け

金
は
事
業
主
が
月
額
三
〇
〇
円、
従
業
員
は
一
〇
〇
円
の
割
、
共
済
の
対
象
は

死
亡、
傷
病、
結
婚、
出
産、
就
学、
住
宅
火
災
の
見
舞
から
勤
続
奨
励
金、

退
職
銭
別
金
と
多
彩
な
内
容
で
あ
る
。
給
付
金
額
は
最
低
五、
〇
〇
〇
円
か
ら

最
高
一〇
万
円
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他、
住
宅
建
設
資
金
(最
高五〇〇
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万
円)
の
貸
付
制
度
も
あ
る
。

こ
の
制
度
実
施
以
来、
平
成
元
年
度
ま
で
の
加
入
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

滝
川
市
勤
労
者
福
祉
共
済
制
度
年
度
別
加
入
状
況

五
五 五
四

五三 五二
五
一

五五
〇

年
度

五

八
五

七
五

六
七

四
三

二
八

従
業
員
数

八
四
六
五
九

七
一
二五
八

五
八
四
五
七

四〇
六
五
六

二
六三
五
五

年
度

一六三
一〇
四

一〇三
一、
〇
五
〇
六
二

九
八
三
六
一

九
五
一
六〇

年
度

一
五〇

一
五
三

一五
六

一
五
五

一
五
七

事
業
所

二、
二三
四

二、
二
七
五

二、
一八
一

二
、
二一
三

二、
二
五
七

設
立

歴
代
理
事
長

滝
川
地
方
骨
材
協
同
組
合
(組
合
員
五
名
)

設
立

歴
代
理
事
長 昭
和
五
十
年
三
月
二
十
日

初
代
田
中
清
義
(昭
五
〇
・
三
～
昭
五
九
・
五
)

清
(昭
五
九・
五～
平
成
元・
五)

協
同
組
合
滝
川
デ
パ
ー
ト
・
プ
ロ
ス
ビ
ル
(組
合
員
七
名)

設
立

歴
代
理
事
長

二
代
辻
奥
幸
雄
(昭
六
三
・
八
～
現
在
)

広
告
美
術
塗
装
業
協
同
組
合

昭
和三
十
四
年
よ
り
組
織
さ
れ
活
動
し
て
い

た
滝
川
看
板
組
合
を
法
人
化
し、
情
報
の
交
換
と
協
同
で
事
業
の
一
部
を
行
う

こ
と
に
よ
り
時
流
に
対
応
し
小
規
模
事
業
所
の
脆
弱
性
を
克
服
し
よ
う
と
、
昭

和
四
十
九
年三
月
十
六
日
創
立
総
会
を
開
催、
同
年
五
月
十
八
日
滝
川
広
告
美

術
塗
装
業
協
同
組
合
の
法
人
化
が
認
可
さ
れ
た
。

以
来
、
滝
川
市
が
発
注
す
る
工
事
等
を
共
同
受
注
し
、
職
業
訓
練、
研
修
な

ど
の
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

第
三
章
商

業

八
代
千
徳
勉
也
(昭
六
〇
・
二
～
現
在
)

担
当
区
域
奈
井
江
町、
浦
臼
町
以
北
の
空
知
管
内
六
市
一
〇
町

光
男
(昭
五
〇
・
五～
昭
五
八
・
七)

滝
川
銀
座
名
店
街
協
同
組
合
(組
合
員
六
名)

設
立

歴
代
理事
長

五
代
中
村

四
代
松原

修
(昭
五八
・
七～
現
在)

滝
川
鈴
蘭
名
店
街
協
同
組
合
(組
合
員
二
名
)

昭
和
三
十
二
年
七
月

二
代
山
本
信
明
(昭
五
二
・
五
～
昭
六〇
・
六
)

三
代
太
田
光
彦
(昭
六〇
・
六
～
現
在
)

第
十
節
協
同
組
合

中
空
知
砂
利
協
業
組
合
(組
合
員
三
名)

設
立

歴
代
理
事長

四
代

東
田

滝
川
食
糧
小
売
商
業
協
同
組
合
(組
合
員

一七
名
)

初
代
鈴
木
英
市
(昭
四
二
・
六
～
昭
六
一
・
四)

空
知
地
方
石
油
業
協
同
組
合
(組
合
員
七
八
名)

昭
和
三
十
一年
十
二
月
二
十
一
日

七
代
中
島
正
雄
(昭
四
八
・
二～
昭
六
〇
・
二
)

歴
代
理
事
長

設
立

設
立

昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
日

昭
和
四
十
九
年
五
月
七
日裕

(昭
五三
年
～
現
在)

(計
数
は、
い
ず
れ
も
年
度
末)

従
業
員
数

九
四

事
業
所

従
業
員
数

二、
三
〇
三
平
元

一、
〇
五
四
六
三

二代
伊
藤

三
代
中
川
勝
雄
(平
成
元
・
五
～
現
在
)

昭
和
四
十
二
年
八
月
七
日

初
代
水谷

五一
(昭
四二
・
八～
昭六三

・
七)

二
代
中
谷
政
勝
(昭
六
一
・四
～
現
在
)

歴
代
理
事
長

歴
代
理
事
長
初
代
波
辺
恭
久
(昭
四
九
・
五～
現
在
)
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産
業
・
経
済

滝
川
地
方
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

組
合
地
区
内
に
店
舗
を
有
す
る
た
ば
こ

小
売
販
売
業
者
を
も
っ
て
組
織
さ
れ、
組
合
員
の
自
主
的
な
経
済
活
動
を
促
進

し
そ
の
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
べ
く
活
動
し
て
い
る
。

組
合
員
数
四
四
四
名
(平
成
元
年
三
月
末
現
在
)

管
轄
区
域
滝
川
市、
砂
川
市、
歌
志
内
市、
赤
平
市、
芦
別
市、
新
十
津
川
町、
雨
竜

町、
上
砂
川
町、
奈
井
江
町、
浜
益
村
の
ほ
か
当
別
町
の
一
部

二
代
粟
井
利
平
(昭
四
六
年
～
現
在)

商
業
協
同
組
合
シ
ョ
ップ
メ
イ
ト

本
店
を
滝
川
市
栄
町
三
丁
目
に
置
き、
砂
川
市
に
営
業
所
を
設
置
し
て
会
員

の
利
便
を
は
か
っ
て
い
る。
平
成
元
年
九
月
現
在、
会
員
数
約
三
万
名
(
滝
川

市、
砂
川
市、
歌
志
内
市、
美
唄
市、
赤
平
市、
芦
別
市、
深
川
市、
奈
井
江
町、
浦
臼
町、
新

十
津
川
町、
上
砂
川
町、
雨
竜
町、
北
竜
町、
妹
背
牛
町、
沼
田
町、
浜
益
村)、

加
盟
店
数

五
八
〇
店、
年
商
約二
二
億
三
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
、
中
・
北
空
知
地
域
の
商

業
活
動
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

職
員
数
一七
名

歴
代
理
事
長

二
代
三
代

丸
協
道
央
荷
受
協
同
組
合

昭
和
四
十
六
年
九
月
、
深
川、
赤
平
、
富
良

野
、
砂
川、
芦
別
、
滝
川
の
六
市
場
が
合
同
し
、
青
果
物
の
品
揃
え
の
適
正
化

を
図
り
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
品
質
の
優
良
保
持
を
め
あ
て
に
設
立
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
る
が、
取
扱
い
の
量
は
社
会
環
境
の
変
化
に
連
動
す
る
こ
と

が
多
く、
北
空
知、
中
空
知
地
域
の
人
口
増
減
の
影
響
を
う
け
て、
昭
和
六
十

三
年
度
に
お
い
て
約
一
一億
円
(昭
和
五
十
三
年
度
一二
億
円)
で
あ
り
横
ば
い
の

状
況
で
あ
る
。
集
荷
体
制
の
強
化
整
備
を
図
り
流
通
団
地
へ
の
移
転
に
よ
っ
て

一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

滝
川
古
物
商
組
合

歴
代
理
事
長

二
代
川
股
高
義
(昭
和
五
二
・
二
・
五
)

三
代
利
波
清
一
(昭
和
六
三
・
二
・
二
五
～
現
在)

明
治
四
十
三
年
創
立
さ
れ、
平
成
元
年
創
立
八
〇
周

年
の
記
念
事
業
を
行
っ
た
市
内
で
は
最
も
古
い
歴
史
を
誇
る
組
合
で
あ
る
。
資

源
の
乏
し
い
日
本
で
は
む
かし
か
ら
物
を
大
切
にし
古
い
も
の
も
再
生
し
て
利

用
す
る
生
活
意
識
が
あ
り
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
った
今
も
廃
品
回
収
を
組
織

的
に
実
施
し
た
り、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
よ
っ
て
物
を
大
切
に
す
る
生
活
態
度

を
養
お
う
と
す
る
町
内
会
も
あ
り
、
当
組
合
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。
取
扱
い

商
品
の
変
化
が
時
代
の
流
れ
を
敏
感
に
反
映
し
て
お
り
、
故
買
品
の
通
報
な
ど

警
察
当
局
と
の
連
携
を
密
に
し
防
犯
に
協
力
、
組
合
の
健
全
運
営
に
努
力
し
て

い
る
。歴
代
組
合
長

初
代
北
川
甚
作
(明
治
四
三
)

三
代
新
川
岩
松
(大
正
一四)

塚
本
信
一
(昭
和
四)

五
代
七
代
次
田
義
隆
(昭
和二
〇
)

九
代
大
草
一
二
三
(昭
和三
二
)

滝
川
酒
販
協
同
組
合

中
小
企
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
も
の
で、
昭
和
四
十
八
年
に

酒
類
卸
売
免
許
を
取
得
し
て
か
ら
は
活
発
な
活
動
を
展
開
し
業
績
も
顕
著
で
あ

る
。

歴
代
組
合
長

二
代
岡
部
一男

(〃
五
五
・
三

(昭
五
一
・
五

三
代
岸
林
和
市
(”五六・五
昭
五
五
・
三

五
衛
(大
正
八
)

四
代
塚
本
只
平
(昭
和二
)

竹
村
与
作
(昭
和
六
)

八
代
中
谷
伝
司
(昭
和
二
八
)

二代
角

六代

一〇
代
松
橋
正
五
郎
(昭
和
六三
～
現
在)

在)
続
木
憲
治
(昭
四
四
・
一〇
～
昭
五
八
・
九)

滝
谷

一男
(昭
五
八
・
一〇
～
現

組
合
員
数
二〇
八
名
(平
成
二
年
一
月
現
在)

440

歴
代
組
合
長



四
代
亀田

・
〝

恵

五
九 八

”

1111
五五
六

八五在五

滝
川
小
売
酒
販
組
合

相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き、
昭
和二
十
八
年
五

月
、
滝
川
税
務
署
管
轄
の
酒
類
小
売
業
者
が
共
同
で
事
業
を
行
い、
組
合
員
の

自
主
的
な
経
済
活
動
を
促
進
し
そ
の
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

組
合
員
数

清
酒

ビ
ー
ル
六、
六
六
二
、
八
五
四
!

歴
代
組
合
長

初
代
郷
作
太
郎
昭
二
八
・
五五
・

五
四

” 川三
五
・
二

二
代
五
十
嵐
実

四
代
岡
部

一男
(ミ
五
一
・
五

〃
五
五
・
三

1111
五五八六

在五 八五
第
十
一
節
商
店

街

組
合
と
し
て
法
的
な
組
合
組
織
で
発
足
、
現
在
の
組
合
員
は
六
九
名
で
あ
る
。

歴
代
理
事
長

滝
川
駅
前
商
店
街
振
興
組
合

昭
和
五
十
八
年
四
月
十
三
日、
鈴
蘭
通
り
の
一番
街
・
二
番
街
の
商
店
四
〇

人
が
寄
り
集
ま
り、
滝
川
ス
テー
シ
ョ
ン・
モ
ー
ル
商
店
街
振
興
組
合
を
設
立

し
た
が
、
昭
和
六
十
年
八
月
十
五
日
滝
川
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
と
名
称
を
変

更
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

歴
代
理
事
長

三代
本
間

保
(平
二
・
五
～
現

滝
川
坂
の
上
商
店
街
振
興
組
合
(組
合員

八
六
名)

昭
和
五
十三
年
三
月
、
一の
坂
商
店
街
の
親
睦
を
目
的
に
共
栄
商
工
連
合
会

と
し
て
発
足
し
た
が、
昭
和
五
十
九
年
四
月
七
日、
法
的
組
織
の
滝
川
坂
の
上

商
店
街
振
興
組
合
と
衣
替
え
し
地
域
振
興
に
努
力
し
て
い
る
。

初
代
松
橋正
五
郎
(昭
五
九・
四～
昭
六二
・
七)

二
代
山
崎
信
二
(昭
六
二
・
七
～
現
在)

大
通
商
工
連
合
会

昭
和
四
十
九
年
発
足
以
来、
地
域
商
店
街
の
発
展、
振
興
を
期
し
て
活
動
を

続
け
て
き
た
が、
平
成二
年三
月
二
十
七
日、
法
人
化
の
認
可
を
受
け
た
こと

か
ら
発
展
的
に
組
織
及
び
名
称
を
変
更
し
た
。

二
代
川
口
昭
一
(昭
五
二
・
四
～
昭
五
八
・
三
)

三
代
熊
谷
幸
一
(昭
五
八
・
四～
昭
六
〇
・
三)

四
代
石
黒

直
(昭
六
〇
・
三
～
現
在)

第
三
章
商

五
代
石
家
久
一郎

1111
五五
九八

五八

六
代
安
達
勝
郎

二
二
三
名
(平
成
二
年
一
月
現
在)

年
間取
扱量

一〇、
六二二

、
七
九七
リ
ット
ル
(昭
和六
十三
年
分の
み)

一、
一七
七
、
六
四
六
!

そ
の
他

蒸
留
酒
二、
一七
九、
九
九
八
Q

六
〇
二
、
二
九
九
Q

(
昭三
五
・
二

11四
五
・五

五
・

五
”=五
五
・三

六
代
亀田

恵

七
代
石
家
久
一
郎

1111
五五

五八

八
代
安
達
勝
郎
(現
(
ぐ
五
九
・
五

滝
川
銀
座
商
店
街
振
興
組
合
(組
合
員
七
六
名
)

設
立

歴
代
理
事
長

二
代
辻
奥

功
(昭
五
七
・
五
～
現
在)

鈴
蘭
中
央
商
店
街
振
興
組
合

昭
和
五
十
四
年
三
月
、
鈴
蘭
通
り
の
三
番
街
・
四
番
街
の
商
店
街
が、
振
興

業

滝
川
大
通
三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

441

初
代
片山

健三
(昭
五
四・三

～
昭五
六・
四)

二
代
花
摘
誠
吉
(昭五六

・
五～
昭六三

・
四)在)

三
代
高
橋
信
博
(昭
六
三
・
五
～
現

初
代
南

金
治
(昭
五
八
・
四
～
昭
六〇
・
三)

・

二
代
小
林
清
一
(昭六〇

・三
～
平二
・
五)在)

三
代
粟
井
利
平

五
代
岸
林
和
市
(小五六・五九八

現〃

昭
和
五
十
六
年
四
月

初
代
滝
谷
一男
(昭
五
六・
四
～
昭
五
七・
五)

歴
代
会
長

歴
代
理
事
長
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昭
和
五
十
六
年
十
月、
大
通三
丁
目
の
商
店三
七
名
で
組
織
し
発
足、
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
き
た
が
大
通
り
商
店
街
地
域
へ
の
拡
大
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
二
年
五
月
二
十
四
日
新
体
制
へ
の
組
織
強
化
が
な

さ
れ
た
。歴
代
理
事
長

初
代
津元

滝
川
大
通
商
店
街
振
興
組
合
(会
員
九二
名)

国
道
十
二
号
線
沿
い
に
面
し
た
商
店
街
で
古
く
か
ら
あ
った
大
通
商
工
連
合

会
と
、
街
路
灯
設
置
を
機
会
に
結
成
さ
れ
て
い
た
滝
川
大
通三
丁
目
商
店
街
振

興
組
合
と
が
協
調
し
振
興
組
合
と
し
て
の
地
域
拡
大
に
お
い
て
一
致
、
法
人
化

の
手
続
き
を
終
え、
平
成二
年
五
月二
十
四
日
設
立
総
会
を
開
い
て
新
発
足
し

た
も
の
で
あ
る
。

新
組
合
は
当
面
の
目
標
を
流
雪
溝
建
設
に
し
ぼ
っ
て
い
る
が、
歩
道
舗
装
の

模
様
替
え
を
含
め
商
店
街
の
近
代
化
に向
け
て
力
強
く
作
動
を
開
始
し
た
。
こ

の
振
興
組
合
の
今
後
の
活
動
は
滝
川
市
全
体
の
活
性
化
に
与
え
る
影
響
が
極
め

て
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
期
待
さ
れ
て
い
る
。

歴
代
理
事
長

初
代
津
元

泉
町
商
店
会
(会
員
二〇
名)、

実
(平
二
・
五
～
現
在)

茂
(昭
五三
・
一～
昭
六三
)

歴
代
会
長

九
代
八
代

籔
内
英
之
(昭
五
六
・
五
七
・
五八
)

一〇
代
伊
藤
岩
雄
(昭
五
九・
六〇
)

一
一代

堀
江
輝
明
(昭
六
一・
六
二
)

一二
代
二
村
正
夫
(昭
六
三
～
現
在)

滝
川
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

昭
和
五
十
八
年
七
月
九
日、
旧
来
の
滝
川
商
店
街
連
合
会
を
基
礎
に
市
内
振

興
組
合
が
糾
合
し
名
称
を
改
め
新
組
織
を
設
立
し
た
。
現
在
は、
鈴
蘭
中
央
商

店
街
振
興
組
合、
滝
川
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
、
滝
川
大
通
商
店
街
振
興
組

合、
滝
川
銀
座
商
店
街
振
興
組
合、
滝
川
坂
の
上
商
店
街
振
興
組
合
の
五
振
興

組
合
が
相
互
に
協
力
し
連
携
し
て
諸
事
業
を
遂
行
し
て
い
る
。
な
お、
法
人
化

さ
れ
て
い
な
い
商
店
会
及
び
大
規
模
小
売
店
舗
は
準
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。

歴
代
理
事
長

初
代
続
木
憲
治
(昭
五
八
・
七
～
昭
六
三
・
五)

二
代
塩
尻
一郎

(昭
六
三
・
五
～
平
二
・
五)

三
代
滝
谷

一男
(平
二
・
五
～
現
在)

昭
和
四
十
一
年
七
月
、
商
工
会
を
軸
と
し
て
商
業
者

(物
販業
者)
の
一層
の
団
結
と
販
売
向
上
を
意
図
し
、
更
に
協
同
組
合
ス
ー
パ

1
及
び
チ
ェー
ン
店
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
江
部乙
商
店
会
を
組
織
し
て
活

動
し
て
き
た
が、
昭
和
四
十
八
年
の
第
一
次
オ
イ
ルシ
ョ
ッ
ク
以
来
経
済
の
潮

流
が
高
度
成
長
から
安
定
成
長
経
済
へ
と
軌
道
修
正
が
な
さ
れ、
更
に
既
設
大

中
型
店
の
整
備、
新
た
な
大
型
店
の
進
出
が
確
定
的
と
な
る
に
及
ん
で、こ

れ
ら

に
対
抗
す
る
た
め
に
は
商
工
会
全
体
が
総
力
を
結
集
し
て
対
策
を
講
ず
る
必
要

が
生
じ
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
日
商
店
会
総
会
を
開
催
し
解
散
を
議
決、
そ

の
業
務
を
商
工
会
に
引
き
継
ぎ
、こ
こ
に
設
立
以
来
一
四
年
の
歴
史
を
閉
じ
た。

歴
代
会
長

五
代
吉
本
国
一
(昭
四
九・
四～
昭
五
五
・
六)

442

歴
代
会
長

昭
和
三
十
七
年
一
月
十
日
設
立
。

六
代
浅
井
勝
郎
(平
成
元～
現
在)

七
代
安
達

西
町
商
工
振
興
会
(会
員
三
四
名)

設
立

昭
和
三
〇
年
八
月
一
三
日

毎
原
政
夫
(昭
五
四
・
五
五)

実
(昭
五
六
・
一〇
～
平
二
・
四
)

江
部
乙
町
商
店
会



第
十
二
節
商
業
都
市

商
業
都
市
‒‒‒

商
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
め
ざ
し
て

滝
川
の
商
業
は
中
空
知
中
核
商
業
都
市
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
き
た。

こ
れ
は、
交
通
道
路
網
の
整
備、
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン、
購
買
意
欲
と
購

買
力
の
向
上
等
に
よ
り、
札
幌
・
旭
川
の
中
間
圏
と
し
て
の
構
造
的
な
位
置
と

いう
こ
と
か
ら
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
云
え
る
。
し
かし
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

に
よ
り
石
炭
産
業
は
衰
退
し
中
空
知
広
域
園
の人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど

商
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
に
適
切
に
対

応
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
た
め
滝
川
商
工
会
議
所
が
中心
と
な
り
、
商
店
街
の

近
代
化
を
は
か
り
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る
街
づ
く
り
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る

と
の
判
断
か
ら
、
昭
和
五
十
七
年
よ
り
調
査
研
究
と
計
画
の
策
定
に
の
り
出

し、
着
実
な
歩
み
を
商
店
街
自
身
の
努
力
を
柱
に
推
進
し
て
き
た
。
そ
の
内
容

は
、
1
商
店
会
を
法
人
化
し
組
織
的
な
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

滝
川
駅
前
を
再
開
発
し
都
市
と
し
て
の
形
態
・機
能
を
強
化
す
る
。
3
各
商
店

街
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
たも
の
に
開
発
努
力
し
脱
皮
を
図
る
。
4
国

道
・
道
道
・
市
道
を
含
め
た
道
路
の
改
変
を
考
え
る
等
が
あ
り、
具
体
的
に
は

鈴
蘭
・
駅
前
・
大
通
・
銀
座
・
坂
の
上
の
五
商
店
街
を
中
核
と
し
て
、
西
町
・

泉
町
・
幸
町
・
東
二
号
線
等
を
地
域
市
街
と
し
て
の
特
性
を
も
た
せ
る
こ
と
の

方
向
を
模
索
し、
大
型
店
の
導
入
と
共
に
そ
れ
ら
と
協
調
し
た
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。
鈴
蘭
通
り
は
駅
前
再
開
発
ビ
ル
と
高
林
デ
パ
ー
ト
・名
店
ビ
ル

を
結
ぶ
顧
客
の
流
れ
に
沿
っ
た
楽
し
い
買
い
物
と
憩
い
の
場
と
し
て
のベ
ル
ロ

第
三
章

商
業

ー
ド
の
設
置
を
し
、
車
に
よ
る
来
街
客
の
た
め
の
駐
車
場
を
整
備
し、
商
店
街

の
環
境
改
善
を
図
る
こ
と
の
手
だ
て
を
講
じ
て
き
た
。

、

商
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
(商
業
の復
権)
と
は
地
方
の
時
代
と
関
連
が
深
く
、
地

域
産
業
を
お
こ
す
こ
と
に
あ
る
。
商
業
都
市
滝
川
市
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の

な
いこ
の
課
題
に
向
け
て
、
街
づ
く
り
に
対
す
る
意
識、
地
域
文
化と
商
店
街

と
の
深
い
か
か
わ
り、
企
業
家
と
し
て
の
商
人
精
神
の
在
り
方
等、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
滝
川
市
の
商
店
街
を
活
性
化
し
近
代
化
を
図
り、
住
み
よ
い
マ
チ
を
目

指
し
て
い
る
と
ころ
で
あ
る
。

商
業
統
計

/5,670/(+23人、+0.4%)
54 5,647
57 /1,377//(-332人、-19.4%)卸 売業 54 1,709
57/3,524人// (+384人、

小 売業 54| 3,140
57769(-29人、-3.6%)
54 798

年
間
販
売
額
(万
円
)

心
公 数

5713,355,806%(+1,813,107 +14%9%
(バー、香場)
(等を除く)

54 12,142,699
57€/2,7,881,774) (+682,683+9.5%)卸 売 業
54 7,199,091
57�5,732,632 (+1,067,802 +22.9%)

小売業 544,664,830
飲食店 57 341,400(+62.622 +22.5%)

54 278,778
( )内は昭54年との比較

湯
滝
川
名
店
ビ
ル

引
揚
者
マ
ー
ケ
ッ
ト・
廉
売
市
場
か
ら
名
店
ビ
ル
へ

と
激
動
す
る
社
会
と
と
も
に
幾
多
の
困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
、
滝
川
市
民
に
親

し
ま
れ
商
業
界
の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
。
し
か
し
昭
和
三
十
三
年
建
築
の
ビ

文
米 57//////,2592(+23店、+1.9%)////

1,2365457 ¥1571(-2店、-1.3%)
卸 売業 54 159

57 656 (+19店、+3.0%)
小 売業 54 637

57///,446 (+6店、+1.4%)飲食店 54 440

従
業

者
数
(八
)

心
公

総 数
(バー、�場)(等を除く)

57

+12.2%)
飲食店
(バー、香場)
(等を 7)

商
店

数
(店
)

総 数

443
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名 店 ビル

ル
は
老
朽
化
が
激
し
く
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
こ
れ
が
全
面
改
築
の
必
要

が
生
じ
昭
和
五
十
五
年
四
月
工
事
に

着
手
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
十
二
月

二
十
日
竣
工、
十
二
月
二
十
二
日
、

地
下
一
階、
地
上
四
階、
塔
屋
一

階
、
延
べ
七、
六三
一・
一二
平
方

メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
な
ビ
ル
に
変
身

し
華
や
か
に
オ
ープ
ン
し
た
。
キ
ー

テ
ナン
ト
と
し
て
金
市
館
(ラ
ルズ
)

が
入
店
し
、
地
元
商
店
も
サ
ブ
テ
ナ

ン
ト
と
し
て
参
入
し
て
滝
川
を
代
表
す
る
店
舗、
商
店
街
の
中
核
と
し
て
の
ビ

ル
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
い
る
。

・規
模
塔
屋

四
階
一、
三
六
三
・
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

飲
食
店
に
サー
ビ
ス
店
(美
容
室
)

三
階
一、
五二
二
・
一四
平
方
メ
ー
ト
ル

二
階
一、
五
三二
・
八
七
平
方
メー
ト
ル

一階
一、
四〇
九
・
一八
平
方
メ
ー
ト
ル
生
花
店、
衣
料
品
他

地
下
階
一
、
六
四
一
・六二

平
方
メ
ー
ト
ル

生
鮮
食
料
品
店
ゆ、
そ
の
他
食
料
品
店
五、
菓
子
店
・
生
花
店
・
家

庭
用
品
店
・
サ
ー
ビ
ス
店
1

・
歴
代
社
長

松
原
光
男

太
田
光
彦
(現
在)

高
林デ
パ
ー
ト

昭
和
五
十
三
年
六
月
増
築
工
事
を
終
了
し
オ
ー
プ
ン
。

昭
和
五
十
五
年
六
月
旧
館
屋
上
にも
駐
車
場
を
設
置
し
て
計
一
〇
〇
台
の
収
容

が
可
能
と
な
っ
た。
し
かし
、
業
績
の
充
実
向
上
に
伴
い
来
店
者
が
増
加
し
て

き
た
こ
と
か
ら、
栄
町三
丁
目
五
番
に、
六〇
台
収
容
可
能
の
路
面
駐
車
場
を

整
備、
合
計
一
六〇
台
の
駐
車
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
来
店
者
の
便
が
大
き
く

計
ら
れ、
他
の
大
型
店
と
相
ま
っ
て
広
域
か
ら
の
来
店
を
促
進
し
、
地
元
商
店

街
に
と
っ
て
も
吸引
力
と
な
り
地
域
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

現
在
の
テ
ナ
ン
ト
数
は
キ
ー
テ
ナン
ト
の
国
井
を
軸
に
、
物
販
関
係
二
八

店
、
飲
食
関
係
七
店
の
計
三
五
店
で
あ
る
。

・
規
模
塔
屋
三階

一
四
一
・五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

二
、
〇
七
五・
七
五
平
方
メー
ト
ル

衣
料品
・
楽
器・
飲
食
店
他

二
階
三、
七
九
六
・
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル

衣
料
品
・
家
電
製
品
・
靴
は
き
も
の・
時
計
・
貴
金
属
・
図
書
他

一階
三、
七
六
九
・
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル

衣
料
品
・
薬
品
・
化
粧
品
他

地下
階三
、
九三
七・二

五
平
方
メ
ー
ト
ル

総
合
食
料
品
・
玩
具
・
文
具
・
飲
食
店
外

一三
、
七
二
〇
・
三
六
平
方
メ
ー
ト
ル

延
床
面積

・
歴
代
社
長

村
尾

稔

滝
川
駅
前
再
開
発

中
空
知
生
活
広
域
圏
の
中
心
都
市
と
し
て
の
都
市
施
設
の
整
備
充
実
が
滝
川

市
の
街
の
活
性
化
にと
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
商
業
診
断
を
も
と

に
、
駅
前
再
開
発
が
市
南
部
地
域
の
開
発
に
も
つ
な
が
る
最
も
重
要
な
事
業
と

し
て
地
元
商
店
街
は
も
ち
ろ
ん、
滝
川
市
全
体
の
問
題
と
し
て
鋭
意
推
進
さ
れ

て
き
た
。

昭
和
四
十
八
年
十
月、
1
駅
前
地
区
を
滝
川
の
シ
ン
ボ
ルゾ
ー
ン
に、
2
緑

が
多
く
市
民
の
憩
いの
場
と
し
安
全
・
清
潔
な
魅
力
あ
る
商
店
街
に、
3
地
区

444

衣
料
品
他

衣
料
品
他

一
六
一
・四
五
平
方
メ
ー
ト
ル



周
辺
内
外
の
交
通
関
連
施
設
の
整
備
を
は
か
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
滝
川

駅
前
再
開
発
準
備
組
合
が
発
足
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
十
二
月、
こ
の
準
備
組

合
は
発
展
的
に
解
消
し
、
滝
川
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
と
し
て
新

た
に
発
足
、
設
立
総
会
に
お
い
て
か
ね
て
出
店
意
志
を
表
明
し
て
い
た
西
友
に

つ
い
て
核
店
舗
と
し
て
の
出
店
を
正
式
に
承
認
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十

日
、
滝
川
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
と
し
て
認
可
を
受
け
設
立
総
会
を
開

く
中
で、
駅
前
地
区
周
辺
内
外
の
交
通
に
つ
い
て、
J
R
北
海
道
滝
川
駅、
J

R
北
海
道
自
動
車
滝
川
営
業
所、
中
央
バ
ス
ター
ミ
ナ
ル
等
の
施
設
を
有
機
的

に
連
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

昭
和
五
十
七
年三
月、
滝
川
駅
前
再
開
発
ビ
ル株
式
会
社
設
立。
昭
和
六
十

年
七
月二
十
九
日、
地
下
一
階
地
上
四
階
塔
屋
一
階
の
大
規
模ビ
ル
の
起
工
式

が
行
わ
れ
着
工
し
た
。
豪
雪
の
た
め
工
事
は
若
干
遅
れ
た
が
昭
和
六
十
一年
十

月
九
日
竣
工
オ
ー
プ
ン
し
た。
こ
れ
に
よ
っ
て
都
市
機
能
及
び
商
業
機
能
は
更

新
さ
れ
目
的
は
大
部
分
達
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
元
年
四
月
を
も
っ
て
組

合
は
解
散
し
駅
前
再
開
発
事
業
は
終
了
し
た
。

昭
和
六
十三
年
八
月、
待
望
久
し
か
っ
た
中
央
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
栄
町
四

丁
目
、
J
R
バ
ス
隣
地
に
新
築
移
転
し
駅
前
交
通
関
連
施
設
も
完
全
に
整
っ

た
。
・
滝
川
駅
前
再
開
発
ビ
ル
株
式
会
社

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
三
日

栄
町
三
丁
目
九
番
二
号
(再
開
発
ビ
ル
内
)

二、
〇
〇
〇
万
円

初
代
平
野
和
夫
(昭
五
七
・
三
・
一三
～
現
在)

滝
川
駅
前
の
再
開
発
計
画
に
基
づ
い
て
ビ
ル
建
設
の
設
計
方
針
が
定
ま
り
建

築
さ
れ
た
。
そ
れ
は、
隣
接
す
る
駅
前
広
場
に
あ
わ
せ
て
建
築
敷
地
内
に
適
正

な
公
開
空
地
を
確
保
し、
更
に
人
の々
通
行
の
利
便
性
を
配
慮
し
駅
前
広
場

側
、
及
び
鈴
蘭
通
り
側
の
各
一
階
外
周
に。ピ
ロテ
ィ
形
式
の
屋
外
通
路
を
設
置

し
て
雨
雪
期
の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

魅
力
あ
る
商
業
環
境
を
形
成
す
る
た
め、
店
舗
(大
型
店と
専
門
店
と
の
共
存
方

式
)
を
中
心
的
役
割
と
し
て
配
置
し、
駅
前
広
場
及
び
鈴
蘭
通
り
の
双
方
に
出

入
口
の
あ
る
屋
内
空
間
(陽
だ
まり
広
場)
を
設
け、
こ
の
広
場
を
核
と
し
て
駅

前
広
場
に
適
合
す
る
施
設
(銀行

・
飲
食
店
・
サー
ビ
ス
施
設
・
催
事
場
・
ボ
ー
リ
ン
グ
場
)

を
配
置
し
た
。

な
お、
こ
れ
ら
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は、
た
き
か
わ
ホ
ー
ル
を
滝
川
振
興

公
社
に
お
い
て、
ボ
ー
リン
グ
場
及
び
陽
だ
ま
り
広
場
は
滝
川
駅
前
再
開
発
ビ

ル
株
式
会
社
に
お
いて
、
他
の
店
舗
部
分
等
は
西
友
滝
川
店
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

し
て
い
る
。

・
ビ
ル
の
概
要

六、
二二
四
平
方
メ
ー
ト
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造、
地
下
一
階
地
上
四
階
塔
屋
二
階

二
四、
〇
七
三
平
方
メ
ー
ト
ル

三
一
億
九、
二〇
〇
万
円

昭
和
六十
年
八
月十
日

昭
和六
十
一
年
十
月
七日

テ
ナ
ン
ト

四
五
店
(地元
二
一、
近
郊
五、
道
内
一
六、
道
外三
)

株
式
会
社
西
友
滝
川
店

滝
川
駅
前
再
開
発
ビ
ルの
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
出
店
し
た
西
友
滝
川
店
は

駅
前
再
開
発
計
画
に
沿
っ
た
現
代
感
覚
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メン
ト
を
メ
ー
ン
テ
ー

445
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駅
前
再
開
発
ビ
ル
(栄
町三
丁
目
九
ー
二
)

社
長

資
本
金

所
在
地

設
立

敷
地
面
積

建
物
構
造

延
床
面
積

建
築
費

着
工

竣
工
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西友デパート

マと
し
て、
レ
ジ
ャ
ー
エ
ン
タ
ー

テ
ィ
メン
ト
街
と
レ
ジ
ャー
シ
ョ

ッピ
ン
グ
街
の
二
つ
の
面
を
融
合

さ
せ
新
し
い
都
市
機
能
を
創
出
し

て
い
る
。

そ
の
特
徴
を
み
る
と
冬
で
も
暖

か
い
「陽
だ
ま
り
広
場
」
が
そ
の

代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
一階
に

設
け
ら
れ
た
こ
の
広
場
は
吹
き
抜

け
で
一
日
中
明
る
い
陽
ざ
し
が
得

ら
れ
地
域
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
スペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る。
ま
た、
文
化
的
に
中
央
の
息
吹
き
に
浸
れ
る
た

き
か
わ
ホ
ー
ル
で
は
、
音
楽
・
映
画
・
美
術
展
等
の
芸
術
に
親
し
む
こ
と
が
出

来、
地
元
地
域
文
化
の
掘
り
起
こ
し
に
寄
与
し
て
い
る
。
更
に
金
融
店
舗
の
併

設
と
と
も
に
各
金
融
機
関
の
A
T
M
コ
ー
ナー
設
置
に
よ
り
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

中
央バ
スが
栄
町
四
丁
目
JR
北
海
道
自
動
車
部
の
北
隣
地
に
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ルを
移
設
新
築
し
、
J
R
と
交
通
機
関
と
し
て
の
連
動
し
た
働
き
が
盛
ん
に

な
り
地下
道
を
も
っ
て
西
友
が
そ
れ
ぞ
れ
と
連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
市
内
外
か
ら
の
顧
客
の
入
り
込
み
は、
鈴
蘭
通
り
の
人
の
流
れ
と
と
も
に

活
発
化
し
つ
つ
あ
る
。

西
友
滝
川
店
で
は、
こ
れ
ら
に
呼
応
し
地
元
物
産
の
滝
川
店
は
も
と
よ
り
、

滝
川
発
全
国
セゾ
ン
グ
ルー
プ
各
店
へ
の
紹
介
、
展
示
、
販
売、
ま
た
全
国
著

名
地
の
物
産
催
事
等
を
開
催し
、
他
の
大
型
店
と
相
ま
っ
て
広
域
から
の
来
店

ヨ
を
促
進
し
、
地
元
商
店
街
にと
って
も
吸
引
力
と
な
り
地
域
社
会
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
いる
。

・
店
舗
の
概
要

昭
和
六
十
一
年
十
月
九
日

施
設
内
四
階
駐
車
場

施
設
外
専
用
契
約
駐
車
場
三
一
七
台

専
用
店
舗
床
面
積
延
一
五
、
六〇
六
・
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル

四

一 二

三1
階 階
四、
一一〇

・
七〇
平
方
メー
トル

三
、
二二

一・
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル

地
下
一
階
四、
九
四
〇
・
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル

従
業
員
総数

三七〇
名

・歴
代
店
長

初
代
川
岡
善
三
( 昭
六
一
・
一〇
・
九

二
・二
・二八

変
貌
す
る
街

二代
町
田

洋一一
現平 平昭二

・三
・
三

在

ベルエアパレス

近
代
化
を
は

か
る
た
め
の
諸

事
業
が
進
めら

れ
て
い
る
中

に
、
企
業
の
出

店
が
み
ら
れ
店

舗
も
大
型
化
し

専
門
店
化
し
て

446

一四
五
台

オ
ー
プ
ン

駐
車
場

階
二二
・
八〇
平
方
メ
ー
ト
ル

階
三、
三
一
一・
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
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T

業

スーパーかくはた付近 りょうゆう西町店

い
る
。
ま
た
高
層
化
は
一段
と
す
す

み、
滝
川
ホテ
ル三
浦
華
園
の八
階

建
へ
の
増
改
築、
駅
前
ト
ピ
ア
の
七

階
建、

マ
ンシ

ョン
ベ
ル
エ
ア
パ
レ

ス
の
七
階
建
も
新
築、
更
に
一
一
階

の
分
譲
マン
シ
ョ
ン
の
新
築
工
事
も

本
町
で
始
ま
り
木
造
老
朽
店
舗
改
築

と
併
せ
て
滝
川
の
街
は
一
変
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

駅
前
再
開
発
ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
と

と
も
に
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り

駅
前
か
ら
都
心
に
至
る
雰
囲
気
に
隔

世
の
感
が
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
共

同
に
よ
る
店
舗
の
大
型
化
を
図
り
小

売
店
と
し
て
の
各
自
の
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
大
型
店
に
対
抗
し、
更
に

す
す
め
て
協
調
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
具
体
的
に
な
り
、
殊
に
栄
町
三
丁

目
再
開
発
ビ
ル
計
画
は、
地
下
一
階

地
上
四
階
建
で
高
林
デ
パ
ー
ト
・
名

店
ビ
ルの
間
に
隣
接
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
両
ビ
ル
と
通
路
を
も
っ
て
立

体
的
店
舗
ゾ
ー
ン
(店
舗
面
積一
万
八
、

二
六
五
平
方
メー
ト
ル)
を
形
成
す
る
も
の
で
完
成
の
暁
に
は
空
知
最
大
の
規
模
に

な
る
予
定
で、
こ
れ
から
の
新
し
い
経
営
方
策
と
し
て
地
元
小
売
店
に
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
そ
う
で
あ
る
。

特
徴
的
な
も
の
と
し
て
若
い
年
代
を
対
象
と
し
た
衣
料
品
店
・
食
料
品
店
・

ビ
デ
オ
・
C
D
レ
ン
タ
ルシ
ョ
ップ
等
の
開
店
や、
家
庭
用
品
を
中
心
と
し
た

第
二
種
大
型
店
舗
の
開
店
、
り
ょ
う
ゆ
う
ス
ト
ア、
か
く
は
た
等
の
ス
ー
パ
ー

ス
ト
ア
の
新
装
開
店
が
み
ら
れ
活
発
な
商
業
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が、
従

来
と
は
異
な
り
郊
外
に
店
舗
を
設
け
広
い
駐
車
場
を
整
え
て
お
り
来
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
る
。

一
方、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
営
業
を
続
け
て
き
た
各
種
小
売
店
や
理
容
美

容
業
界、
浴
場
等
は
経
済
界
の
激
し
い
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
市
民
と
の
身
近
か

な
立
場
から
従
来
のノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら、
互
い
の
経
験
を
も
と
に
結

集
し
住
民
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
も
の
が
あ

り、
ま
た、
滝
川
市
の
発
展
に
常
に
か
か
わ
り
を
も
ち
大
き
く
貢
献
し
て
き
た

旅
館
業
に
つ
いて
も
市
史
の
中
に
取
り
入
れ
た。

日
本
専
売
公
社
滝
川
営
業
所
に
つ
い
て
は
従
来
第
十
四
節、
関
係
諸
機
関
の

中
に
取
り
扱
っ
て
き
た
が、
民
営
化
が
な
さ
れ
商
号
も
変
更
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
移
節
し
て
こ
の
欄
に
と
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

鈴
蘭
通
り
シ
ョ
ッピ
ン
グ
モ
ー
ル
事
業
‒
‒
ベ
ル
ロ
ー
ド
の
誕
生
‒

駅
前
再
開
発
事
業
の
推
進
に
合
わ
せ
滝
川
市
は
鈴
蘭
通
り
の
整
備
に
つ
い
て

地
元
商
店
街
振
興
組
合
と
連
動
し
、
鈴
蘭
通
り
を
商
業
都
市
滝
川
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
憩
い
の
場、
楽
し
い
買
い
物
の
場
へ
と
変
貌
さ
せ
る
た
め、
平
成
元

年
度
事
業
と
し
て
鈴
蘭
通
り
三
番
街
四
番
街
及
び
材
木
通
り
の
道
路
整
備
、
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第
八
編
産
業
・
経
済

ベルロー ド

流
雪
溝
設
置
の
工
事
を
行
い、
平
成

二
年
度
に
お
い
て
は
一
番
街二
番
街

に
つ
いて
も
工
事
を
完
了
し
た。
商

店
街
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
ー
ケ
ー
ド
の
全

面
改
築、
フ
ァニ
チ
ャ
ー(ベ

ン
チ
等)

の
事
業
を
す
す
め、
こ
の
通
り
に

「ベ
ル
ロー
ド
」
の愛
称
を
つけ
、

平
成
二
年
十
一
月二
十
三
日、
盛
大

な
オ
ー
プ
ニン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い、
大
勢
の
市
民
の
祝
福
を
う
け

た。
これ
に
よ
っ
て
二
年
前
ま
で
の

薄
暗
い
通
り
か
ら
滝
川
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
潤
い
の
あ
る
、
冬
にも
強
い

商
店
街
に
生
ま
れ
変
っ
た
。

こ
の
事
業
に
は、
北
電
・
滝
川
ガ
ス
・
N
T
T
・
シ
ョ
ップ
メ
イ
ト
等
関
係

機
関
団
体
の
協
力
が
あ
った。

松
尾
羊
肉
株
式
会
社
(明
神
町
三
丁
目
五
-
一二
)

"
松
尾
の
ジ
ン
ギ
ス
カン
ル
で
有
名
な
同
社
は、
昭
和三
十
一
年
三
月
一

日
、
明
神
町
の
現
在
地
に
お
い
て
自
宅
の
馬
小
屋
を
改
造
し
た
六
畳
ほ
ど
の
肉

屋
を
松
尾
羊
肉
専
門
店
と
し
て
開
店
し
たの
が
ス
ター
ト
で
あ
っ
た
。
羊
肉
は

そ
の
独
特
の
に
お
い
の
強
い
と
こ
ろ
か
ら
あ
ま
り
好
ま
れ
ず
一
般
に
は
歓
迎
さ

れ
な
か
っ
た。
初
代
松
尾
政
治
は
そ
の
に
お
い
を
消
す
た
め
の
タ
レ
作
り
に
奔

走
し
研
究
を
積
み
重
ね、
遂
に
最
大
難
関
突
破
の
秘
伝
の
タ
レ
を
考
案
し、
こ

の
ち
っぽ
け
な
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
屋
の
開
店
と
な
った
の
で
あ
る
。
こ
の
味
付
ジ

流雲溝整備区域

JR滝川駅
JRバス
●中央バス

駅前広場 西友 空
知
通
り

凡 例トピア21
鈴蘭通り」

高林

二
道
滝々
川
浜
益
線
ル

--- 流雪溝

D
=
7

本町郵便局

国道12号二一]

拓銀国
首

L_4開発局 一市 日
万

1

総延長 約7km

448

ン
ギ
ス
カン
の
美
味
は
忽
ち
世
上
の
評
判
を
生
み、
伝
え
聞
い
た
人
は々
引
き

も
き
ら
ず
店
に
押
し
寄
せ舌
つ
づ
み
を
打
つ
よ
う
に
な
った。

急
成
長
し
た
同
店
は、
昭
和
三
十
六
年
有
限
会
社
に
衣
替
え
し、
昭
和
四
十

七
年
八
月
松
尾
羊
肉
株
式
会
社と
組
織
と
商
号
を
変
更
、
道
内二
五
〇
の
チ
ェ

ー
ン
店
を
は
じ
め
全
国
の
ス
ー
パ
ー
・
デ
パ
ー
ト
を
よ
り
ど
こ
ろ
に、
②
の
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
の
名
は
北
海
道
の
味
と
し
て
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
同
社
は

ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
羊
肉
を
使
い、
解
体
・
処
理
・
味
付
は
す
べ
て
本
店

で
行
い
各
地
方
に
配
送
し
て
い
る
が、
本
店
販
売
部
で
は
袋
づ
め
も
あ
り、
ド

平
成
4
年
供
用

//材
木
通
り

平成2年供用一▶
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松尾ジンガスカン

ラ
イ
ア
イ
ス
の
用
意
も
さ
れ
て
手
土

産
用
・
贈
り
物
用
と
し
て
も
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
。
ま
た
来
店
者
の
増
加

に
対
応
し
施
設
設
備
の
拡
張
充
実
に

努
め、
三階
建
本
館
に
加
え
四
階
建

新
館、
三
階
建
別
館
を
建
築、
更
に

大
型
バ
ス
四
〇
台
、
乗
用
車
一〇
〇

台
収
容
可
能
の
駐
車
場
を
整
備
し
、

二
、
〇
〇
〇
人
を
一時
に
収
容
で
き

る
ほ
ど
にし
て
毎
年
全
国
各
地
か
ら

訪
ず
れ
る
多
数
の
観
光
客
の
利
便
を

た
。

•
会
社
概
要

資
本
金

従
業
員数

本
店
ビ
ル
収
容
能
力
二、
〇
〇
〇
名

(本
館
六〇
〇
名
、
新
館
九
〇
〇
名、
別
館
五〇
〇
名
)

年
間
動
員
観
光
客
数

年
間
マト
ン
消
費
量
一
、
三
五
〇
ト
ン

約
二
〇
万
人
(平
成
元
年
度
)

約
一
八
〇
億
円
(平
成
元
年
度
)

謝
恩
大
盆
踊
大
会
(八
月)、

氷
像
祭
(二
月
)、
羊
魂
祭
(八
月
)

・歴
代
社
長

初
代
松
尾
政
治

一昭 三
一
・
三

六
:
1
0

二
代
松
尾
政
徳
(
現
(昭
六
一
・
一〇在

滝
川
の
旅
館
業

滝
川
の
歴
史
は
旅
館
業
の
歩
み
と
と
も
に
有
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い。
そ
れ
は
上
川
地
方
へ
の
中
継
地
と
し
て
商
用
に
よ
る
旅

人、
物
資
運
送
に
か
か
わ
る
人
、々
行
政
上
の
業
務
執
行
の
官
吏
等
の
往
来
は

極
め
て
に
ぎ
に
ぎ
し
く
、
休
憩
・
休
息
の
為
の
旅
人
宿
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
った
。
明
治
十
九
年、
三浦
米
蔵
が
空
知
太
に
旅
人
宿
三
浦
屋
を

開
い
てそ
の
先
鞭
を
つ
け
、
そ
の
後
市
街
の
発
展
に
伴
い
同
業
者
は
続
い
て
い

っ
た。
明
治二
十
六
年
刊
の
北
海
道
実
業
人
名
録
の
中
に、
全
旅
人
宿、
余
旅

人
宿
の
名
が
あ
り、
三
浦
屋
の
盛
業
に
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し、
明
治三
十
年
代
に入
る
と、
石
狩
川
・
空
知川
の
大
氾
濫、
鉄
道

の
上
川
開
通、
分
村
問
題
等
の
影
響
を
受
け
て
滝
川
村
の
経
済
は
極
度
の
不
振

に
陥
り
そ
の
停
滞
振
り
は
眼
を
覆
う
ば
か
り
で
あ
った
。
三浦
屋
も
跡
か
た
も

第
三
章
商

業

449

図
っ
て
い
る
。

同
社
の
経
営
は
〝地
域
と
共
に
生
き
る
"
を
モ
ッ
トー
に、
地
域
産
業
振
興

へ
の
協
力
、
市
政
発
展
の
た
め
の
協
力
な
ど
数
多
く
あ
り
、
と
き
の
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
の
紺
綬
褒
章
受
章
は
す
で
に三
度
に
わ
た
っ
て
い
る
こと
か
ら
そ
の

実
績
は
つと
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

羊
肉
を
食
す
る
こと
は
「美
」
と
の
感
覚
か
ら
、
中
庭
に
神
居
古
潭
石
を
ふ

ん
だ
ん
に
配
置
し
た
日
本
庭
園
を
設
け
味
覚
と
視
覚
の
満
足
感
を
満
喫
で
き
る

よ
う
工
夫、
更
に
東
西
の
伝
統
的
美
術
品
を
展
示
し
た
松
尾
美
術
館、

一日
の

疲
れ
を
流
し
さ
わ
や
か
さ
を
充
電
で
き
る
サ
ウ
ナ
部
な
ど
、
道
内
の
民
芸
品
を

一
堂
に
集
め
た
民
芸
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
人
を々
心
か
ら
も
て
な
し
て
く
れ

る
。
滝
川
に
生
ま
れ
北
海
道
に
育
った
誇
り
と
感
謝
を
忘
れ
ず、
ハイ
ウ
ェイ

オ
ア
シ
ス
店
へ
の
夢
を
展
望
し
な
が
ら
北
海
道
観
光
の
有
力
な
企
業
に
成
長
し

一、
一〇
〇
万
円

本
店
敷
地
面
積
六、
六
一
一・
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

一
六
五
名

年
商
額

定
例
催
事
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な
く
流
出
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
他
の
旅
人
宿
も
致
命
的
な
被

害
を
う
け
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
そ
の
後、
村
民
の
努
力
が
実
り、
二
級
町

村
制
の
施
行
(明
治三
十
九
年)、

一級
町
村
制
の
施
行
(明
治
四十二

年)、
鉄
道
下

富
良
野
線
の
滝
川
分
岐(大正二

年)、
近
隣
の
産
業
開
発
進
行
等
が
あ
り
徐
に々

景
気
は
回
復
旅
館
業
も
立
ち
直
り
を
み
せ
た
。
そ
の
詳
細
な
資
料
は
不
十
分
で

は
あ
る
が
当
時
の
市
街
案
内
図
等
か
ら
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年
版、
全
上
田
旅
館
・
全
対
旭
館
・
三
浦
建
築
用
地
の
名
が
見

ら
れ、
明
治
四
十
四
年
に
は
旅
人
宿
一
五
軒
と
い
う
記
録
が
あ
る
(昭
和
三
十
七

年
刊
滝
川
市
史)。

昭
和
五
年
の
滝
川
町
案
内
図
で
は、
越
中
屋
・
加
賀
屋
・
大
越
屋
・
山
形

屋
・
日
の
出
屋
・
余
旅
館
・
石
川
屋
・
秋
田
屋
・
三浦
商
会
(三
浦
華
園の
こと
)、

花
井
旅
館
・
讃
岐
屋
な
ど
が
記
載
さ
れ、
更
に、
昭
和
十
五
年
の
も
の
に
は
、

つ
る
屋
・
有
坂
屋
・
滝
川
館
・
横
田
喜
楽
屋
・
及
川
旅
館
・
平
野
旅
館
・
関
吉

太
郎
旅
館
・
阿
部
旅
館
等
が
続
き
、
商
用
都
市
滝
川
と
し
て
の
形
態
に
大
き
な

一
役
を
担
っ
た
。
終
戦
後、
近
代
化
が
す
す
み
、
ホ
テ
ル
建
設
が
相
つ
ぎ
都
市

機
能
は
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
た
。

ホ
テ
ル
ス
エ
ヒ
ロ

昭
和
四
十
九
年
オ
ープ
ン
の
高
層
ビ
ルの
ホ
テ
ル
と
し
て
、
市
内
建
築
物
の

高
層
化
・
大
型
化
の
先
鞭
を
つ
け
た
ホ
テ
ル
ス
チ
ヒ
ロ
は
滝
川
市
内
外
か
ら
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ、
空
知
中
核
の
滝
川
に
お
け
る
滞
留
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
。

宿
泊
需
要
の
拡
大
か
ら
日
本
風
の
建
て
物で
ゆ
っく
り
く
つ
ろ
げ
る
ホテ
ル

を
め
ざ
し
、
道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
材
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
、
校
倉
造
り
の
宿
泊
部

ホテルスエヒロ (ログハウス)

滝川ホテル 三浦華園

門
(二
八
室、
四
五〇
平
方
メー
ト
ル)

を
増
築
し
た。
増
築
し
た
ペ
ンシ

ョ
ン
風
の
別
館
は
九
階
建
の
近
代

ビ
ルと
調
和
し
独
特
の
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
る
。

滝
川
ホ
テ
ル
三
浦
華
園

明
治
十
九
年
の
創
業
以
来
の
百

周
年
を
記
念
し
、
大
規
模
な
改
築

工
事
を
実
施、
地
下
一
階、
地
上

八
階、
塔
屋
二
階
の
空
知
管
内
随

一
の
ホ
テ
ル
に
変
身
し
た
。
そ
の

結
果、
宿
泊
部

門
は
百
一室
、

一
八〇
人
を
一

時
に
収
容
で
き

る
規
模
を
誇
る

ホ
テ
ル
と
な
っ

た。昭
和
六
十
年

十
月
十
日
華
し々
く
オー
プ
ン
し
た
。

株
式
会
社
津
元
電
気
商
会
(大
町三
丁
目
一
番三
三
号)

創
業
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
一年
五
月
で
あ
る
が、
株
式
会
社
と
し
て
組
織

を
変
更
し
た
の
は
昭
和三
十
三
年
三
月
で
あ
る
。
この
間、
店
舗
の
移
転、
駅

450



会
社
概
要

OTsumoto

BLUEHOUSE

ツモト電気

前
大
火
に
よ
る
類
焼
な
ど
幾
多
の
曲

折
を
経
な
が
ら
も
業
績
を
向
上
さ

せ、
昭
和
四
十二
年、
現
在
地
大
町

に
社
屋
を
新
築
移
転
、
同
年
国
税
局

よ
り
優
良
法
人
指
定
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
美
唄
・
芦
別
・
札
幌
に
ツ
モ

ト
各
店
を
開
設
し
業
域
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
P
O
S
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
、
省
力
化
に
つ
と
め
て
い

る
。

家
庭
電
化
・
オ
ー
デ
ィ
オ
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
和
洋
家
具
等
製
品
・
貴
金
属

事
業
内容

従
業
員

売
上
高

二三
名
(男
一
八
名、
女
五
名)

十
億
円、

(平
成
元
年
度
実
績)

滝
川
本
店

建
物

敷
地
面
積
一、
八
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル
(含
駐
車
場)

鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト二
階
建

延
床
面
積
二、
一八
九
平
方
メー
ト
ル

売
場
面
積

一、
四
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル

実
(昭三
三
・三
～
現
在
)

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
マ
ス
ダ
(北
滝
の
川
一
一六
九
)

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、
桝
田
建
材
株
式
会
社と
し
て
法
人
設
立
、
昭
和
六

十
年
八
月
一
日、
大
規
模
小
売
店
舗
を
建
設
し
事
業
を
拡
大、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
マ
ス
ダ
と
し
て
開
店
、
主
と
し
て
建
材、
家
庭
用
品
等
を
展
示
販
売
、
北
滝

ハウジングサトウ(石黒ホーマ)

の川
地
区
の
経
済
活
動
に
参
画、
地

域
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

一
階
に
は、
昭
和
六
十
一
年
七
月

よ
り
市
民
生
協
滝
の
川
店
が
入
店
し

て
い
る
。
・
店
舗
構
造
鉄
骨
造
二
階
建

四
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ

・売
場
面
積

・
歴
代
社
長
初
代
桝
田
広
行

(昭
六
〇
・
八
・
一～
現
在)

ハ
ウ
ジ
ン
グ
S
A
T
O

昭
和
六
十
一
年
五
月、
第
二
種
大

規
模
小
売
店
と
し
て
開
業、
キ
ー
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
石
黒
ホ
ー
マ
が
入

店
、
日
用
雑
貨
D
I
Y
商
品
を
販

売
、
市
内
外
か
ら
好
評
を
得、
来
店

客
も
多
い
。

・所
在
地

新
町二
丁
目
三
十‒一三

二
五〇
台
収
容

現
在
)

・
駐
車
場

・
歴
代
社
長
初
代
佐
藤
圭
二

(昭
和
六
一・
五・
二
九～

ア
イ
レ
デ
ィ
ー
ス
宮
殿
滝
川

昭

和
五
十
一
年
九
日
化
粧
品
販
売
を
目

第
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ホームセンターますだ

・
敷
地
面
積

ー
ト
ル

四、
一五〇

平
方
メ

ー
ト
ル

ギ
フ
ト
商
等
の
小
売
販
売

・
歴
代
社
長

初
代
津
元
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アイレディース宮殿滝川

的
と
し
た
株
式
会
社
ア
イ
ス
タ
ー
が

横
浜
市
に
設
立
さ
れ
た
が、
そ
の
業

域
を
全
国
的
な
も
の
と
し
昭
和
五
十

八
年
七
月
社員
の
研
修
所
と
し
て
、

旧
加
賀
谷
ホ
テ
ル
を
買
収
、
ア
イ
レ

デ
ィ
ー
ス
宮
殿
滝
川
を
発
足
さ
せ、

ホ
テ
ル
経
営
を
兼
ね
る
と
と
も
に
、

昭
和
六
十
三
年
六
月
日
本
料
理
山
栄

を
一
階
に
オー
プ
ン
、
営
業
を
始
め

・支
配
人

鈴
木
智
枝
子

・
株
式
会
社
ア
イ
ス
タ
ー
の
概
要

本
社
(東
京
都
港
区
)

関
連
会
社
ア
イ
ス
タ
ー
商
事
他二
八
社

ア
イ
ス
タ
ー
グ
ル
ー
プ
売
上
高
約
四
〇
〇
億
円
(昭
六
二
・
八
～
昭
六
三
・
七)

代
表
取
締
役
社
長
西
山
栄
一

社
員
総
数
一、
五
六
〇
名
(平
成
元
年
四
月
末
)

・建
物
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
六
階
建

・延
床
面
積
三、
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

株
式
会
社
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
イ
ン
ベ
ル
コ
(大
町
四丁
目
七ー
三
八
)

株
式
会
社
あ
か
つ
き
会
館
と
し
て
昭
和
四
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
同
社
は、

昭
和
五
十
八
年三
月
株
式
会
社
互
助
セ
ン
ター
に
加
盟
し
更
に
平
成
元
年
十
一

月
株
式
会
社
マ
リア
ー
ジ
ュイ
ン
ベ
ル
コと
商
号
を
改
め
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
設
立
以
来
結
婚
式
場
を
主
体
と
し
て
営
業
を
続
け
て
き
た
が、
互
助
セ

ン
タ
ー
加
盟
後
は
結
婚
式
及
び
各
種
宴
会
に
加
え
葬
祭
に
か
か
わ
る
業
務
も
取

り
扱
い
業
域
の
拡
大
に
つ
と
め
て
い

る
。
ま
た
名
称
変
更
と
と
も
に
会
館

の
全
面
改
築
を
実
施
し
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
、
利
用
者
の
快
適
さ
を
追
求
し

て
い
る
。

•
会
社
概
要

資
本
金

敷
地
面
積
四、
七
八
五
平
方
メ

建
物
概
要

建
築
費

万
円

多
目
的
ホー
ル曰
、
挙
式
殿、
写
場、
和
室
国、
会
議
室、
法
事
室
、
衣

施
設
設
備
裳
室
、
駐
車
場

貸
衣
裳
(約
二
千
点
)

・
歴
代
社
長

初
代
中
落
利
夫

・
七

〃

"五
昭
四
四
・
四

二

二
二
代
白
尾
洋
子
昭
五
七
・
一二一在

滝
川
理
容
組
合

記
録
に
よ
る
と
明
治
二
十
三
年
、
山
田
仁
太
郎
が
理
髪
店
(当
時
は床
屋)
を

開
業
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
が
滝
川
に
お
け
る
理
髪
店
の
嚆
矢
と
云
え
そ
う
で
あ

る
。
爾
来
正
に
一〇
〇
年
を
閲
し
、
滝
川
市
の
歩
み
そ
の
も
の
で
庶
民
に
親
し

ま
れ
た
最
も
近
い
存
在
の
業
種
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
が
終
り
、
近
代
化
に
向
か
っ
て
すす
む
で
あ
ろ
う
日
本
に
お
い

452

一、
八
三
〇
万
円

ー
ト
ル

竣
工
平
成
二
年
十
一月

五
億
八
、
二〇
〇

延
床
面
積

構
造

マリアージュインペルコ

資
本
金
合
計
七
億
四、
三
〇
〇
万
円

た
。

鉄
骨
造
一
部
三
階
建

三
、
〇
七三
・
五平
方
メー
ト
ル

従
業
員

五〇
名



て、
理
容
業
も
新
し
い
姿
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
昭
和二
十
三
年
滝
川
地
区

の
理
容
師
が
集
い、
滝
川
理
容
組
合
を
結
成、
以
来
組
合
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
連
携
を
密
に
し
互
い
の
技
術
交
流
に
よ
る
練
磨
や
保
健
衛
生
の
充
実
に
つ
と

め、
す
ぐ
れ
た
後
継
者
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
歴
代
組
合
長
木
村
米
蔵
(大
正
一二
)

中
田
太
七
郎
(昭
和
一〇
)

塚
本
憲
一
(昭
和二
四)

赤
沢
新
吾
(昭
和二
七)

木
村
米男
(昭
和
四八
～
現
在)
浅
井

川
原
山
田
九
一
(昭
和
四)

一
郎
(昭
和
一
八
)

茂
(昭
和
四
一)

滝
川
美
容
協
会

昭
和
二
十
三
年
、
滝
川
理
美
容
師
会
か
ら
離
脱
し
、
滝
川
美
容
協
会
と
し
て

新
し
い
組
織
を
結
成
し
た。
三〇
名
の
会
員
に
よ
る
発
足
だ
った
が
時
代
の
急

激
な
進
展
に
対
応
す
べ
く
結
束
を
強
化
し
、
美
容
技
術
の
研
修
練
磨
と
開
拓、

各
種
講
習
会
開
催
に
よ
る
後
継
者
育
成、
優
良
従
業
員
の
表
彰
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
開
催
等
業
界
発
展
に
努
力、
経
営
安
定
を
図
る
中
で
の
公
衆
衛
生
の

向
上
増
進
に
つ
と
め
て
き
た
。
昭
和
五
十
三
年、
第
二
二
回
北
海
道
美
容
技
術

選
手
権
大
会
を
滝
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催、
滝
川
美
容
協
会
の
存
在
を
あ

ら
た
めて
内
外
に
示
し
た。

昭
和
五
十
八
年
七
月、
協
会
創
立三
十
五
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行、

結
髪
時
代
を
振
り
返
り
三
十
五
年
の
年
月
の
中
味
を
想
起
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
時
代
へ
の
決
意
を
誓
い
合
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
会
員
数
八
一
店
(滝
川
市
五
七、
赤
平
市
一七、

新
十
津
川
町
七
)

初
代
高
橋
タ
ツノ
(昭
和二
三
・
四)

二
代
高
橋
迪
男
(昭二
六・
四)

年度 販売数量
(千本)

昭54 557,000

55 548,025

56 552,972

57 564,205

58 545,020

59 538,671

60 522,439

61 493,103

62 459,075
※

63 373,075

平成元 358,045

※ 昭63年より上砂
川町、奈井江町は
岩見沢営業所管轄
となる
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四
代
長
田
利
夫
(〃三
九・
四)

六
代
川
森
麻
夫
(〃
四
三
・
四)

孝
之
(〃六

二・
六)

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
滝
川
営
業
所
(大
町
二
丁
目
五‒‒三

五)

日
本
専
売
公
社
滝
川
営
業
所
と
し
て
長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
が、
公

社
の
民
営
化
に
伴
い
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
を
も
っ
て、
日
本
た
ば
こ
産
業

株
式
会
社
と
名
称
を
変
更
し
た
。
ま
た、
た
ば
こ
配
送
の
業
務
を
担
当
し
た
北

海
道
た
ば
こ
配
送
株
式
会
社
滝
川
営
業
所
は
昭
和
六
十
年
三
月
廃
止
し
、
岩
見

沢
営
業
所
が
管
轄
す
る
こ
と
と
し
た
。

・歴
代
所
長

二二
代
小
山
英
春
〃
五
六
・
四

二
四
代
熊
谷
敏男

昭∥11.
五五九八
三四

昭
五
四
・
七

二三
代
岡
崎

茂
・ ・

”昭
五五
八六
四四

・
六〃昭

六二〇

在四 七〇

滝
川
市、
砂
川
市、
芦
別
市、
赤
平
市、
歌
志
内
市、
新
十
津
川
町、
雨
竜
町、
浜
益

・
管
轄
区
域

・職
員
数
七
名

三
代
中
針
裕
幸

初
代
熊
谷
敏
男

※
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社〃昭

六プ
三二

(昭
五
九
・

四
(ハ
六
〇
・
一〇

四七

四
代
高
林

二
代
小
山
i

販
売
実
績

七代
森

五
代
神
部
昌
雄
(ノ

四
一
・四)

高
橋
直
克
(〃
六三
・
四～
現
在に
至
る)

憲
明
(〃

四
八
・
四)

八
代
佐
藤

九
代

三代
鈴
木
敏
夫
(〃

三
五
・
四)

・
歴
代
会
長

・
会
員
数
五
〇
名
(滝
川
・
江
部
乙
四
二
名
、
新
十
津
川
八
名)

野
村
修
一
(昭
和
二
五
)

薫修
(昭
六
三
・

村
、
当
別
町
の
一部

453
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第
十
三
節
は下
巻
に登
載

第
十
四
節
関
係
諸
機
関

札
幌
鉱
山
保
安
監
督
局
滝
川
鉱
山
保
安
監
督
署
(緑
町二
丁
目
六)

国
の
石
炭
政
策
の
進
展
に
伴
っ
て
炭
鉱
の
経
営
が
極
め
て
難
し
く
な
っ
て
き

た
こ
と
から
、
管
内
炭
鉱
保
安
の
確
保
は
益
重々
要
性
が
増
し、
各
炭
鉱
の
状

況
把
握、
実
施
状
況
の
指
導
監
督、
需
給
状
況
の
調
査
等、
経
営
の
確
立
を
含

め
て
保
安
監
督
行
政
を
適
確
に
す
す
め
て
い
る
。

昭
和
六
十二
年
四
月
管
轄
下
の三
井
砂
川
鉱
が
閉
山
し
た
。

・
歴
代
署
長

葉千
高
橋
達
夫

〇
・

八
五

” “五六・
三・三
1

一

和
雄(18

:
11:10三
・

三
〇
六

(ミ
六
二
・
一〇
・

(平
成
元
・
五
・
三
一

滝
川
地
方
高
等
職
業
訓
練
校
(流
通
団
地三
丁
目六
‒‒二
三
)

昭
和三
十三
年、
技
能
者
養
成
を
目
的
に
滝
川
共
同
職
業
訓
練
所
と
し
て
発

足、
昭
和
四
十
六
年、
業
界
の
熱
心
な
運
営
と
活
動
を
理
解し
た
行
政
の
努
力

に
よ
っ
て
大
町
に
独
立
施
設
が
完
成、
北
海
道
知
事
の
認
可
を
得
て
滝
川
地
方

高
等
職
業
訓
練
校
と
改
称、
面
目
を
一
新、
従
来
の
洋
服
・
菓
子
・
板
金
・
塗

装
の
四
科
に
加
え
て、
左
官
科
・
建
築
科が
遂
次
増
加
さ
れ、
有
能
な
技
能
者

を
養
成
し
て
き
た。

昭
和
五
十
九
年、
中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セン
ター
が
流
通
団
地
に
完
成
し

た
こ
と
か
ら、
社
団
法
人
中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
協
会
の
構
成
員
と

し
て
加
わ
り、
同
セン
タ
ー
の
施
設
設
備
を
使
用
し
本
校
に
よ
る
養
成
訓
練
を

従
来
通
り
実
施
す
る
か
た
ち
と
な
り、
板
金
・
塗
装
・
配
管
の三科

の
技
能
者

養
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。

・
修
了
生
数
八
五
五
名
(昭
和三
十
四
年
～
昭
和
六
十
三
年)

年
度六三
六二

科
・
最
近
の
修
了
状
況

板
金
科

五 六

塗
装
科

配
管
科七

一二

計

一
七

二三

・
歴
代
会
長
初
代
渡
辺
恭
久
(昭
四
四
～
昭
五
三
)

弘
(昭
五
四
～
昭
五
六
)

二
代
香
西

三
代
渡
辺
恭
久
(昭
五
七～
現
在)

初
代
沢
野
正
治
(昭三
三
～
三
六)

二代
中
垣
斉
藤

貴
(昭
三
七
～
三
八
)

利
夫
(昭三

九～
四二)

・
校
長

・
歴
代
所
長

三
代

初
代
校
長
渡
辺
恭
久
(昭
四
五
～
現
在)

昭
四〇
年
滝
川
共
同
職
業
訓
練
校
労
働
大
臣
・
道
知
事
表
彰

同
五五
年
渡
辺
恭久

北
海
道
産業
貢
献賞
(訓
練
功
労賞)

威
北
海
道
産
業
貢
献
賞
(訓
練
功
労
者)

・表
彰

同
五八
年
西山

中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セン
タ
ー
(流
通
団
地三
丁
目
六一
二
三)

地
域
職
業
訓
練
セン
タ
ー
は
、
地
方
の
産
業
都
市
を
中心
と
す
る
地
域
に、

民
間
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
飛
躍
的
に
振
興
拡
大
す
る
た
め
の
中
核
と
し
て
設

置
す
る
も
の
で、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
一
ヵ
所三
億
円
の
予
算
で
雇
用
促
進

事
業
団
が
設
置
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
北
海
道
で
は
、
北
見
・
釧
路
・
苫
小

454

現

満
玉(四五六:

四:
た

藤
本

勝

1111

・

六六二〇

九四
在 三
一 〇一 九→

石
戸
谷
幸
男
(平
成
元
・

六
・

四
代
渡
辺
恭
久
(昭
四
三)

田
口
勝
利

斉
藤

五 五



中空知地域職業訓練センター

牧
に
次
ぐ
四
番
目
の
施
設
と
し
て、

中
空
知
広
域
一八
万
人
口
を
対
象

に、
昭
和
五
十
九
年、
中
空
知
五
市

五
町
自
治
体、
関
係
業
界
の
支
援
を

得
て
、
そ
の
中
心
都
市
で
あ
る
滝
川

市
に
設
置
さ
れ
た。

こ
の
セン
タ
ー
は、
1
地
域
に
お

け
る
中
小
企
業
の
従
業
員、
そ
の
他

地
域
住
民
の
能
力
開
発
や
向
上
を
は

か
る
た
め
の
職
業
教
育
訓
練
を
行
う

こ
と、
2
建
設
業
は
も
と
よ
り、
商

業
・
サー
ビ
ス
業
等、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
事
業
主
や
従
業
員
等
の
教
育
訓
練
に

対
す
る
要
請
を
反
映
し
た
多
様
な
職
業
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
民
間
主
導
型
で
あ

る
こ
と
、
3
地
域
に
お
け
る
勤
労
者
等
の
職
業
生
涯
を
通
じ
る
訓
練
体
制
を
確

立
し
、
ひ
いて
は
地
域
に
お
け
る
技
術、
技
能
後
継
者
の
養
成、
確
保
と
地
場

産
業
の
振
興
を
は
か
る
こと
を
趣旨
と
し
て
設
置
さ
れ
た。
セ
ン
タ
ー
の
運
営

管
理
は、
中
空
知
五
市
五
町
の
建
設
業
協
会、
商
工
会
議
所
及
び
商
工
会、
技

能
協
会
の
ほ
か、
滝
川
地
方
職
業
訓
練
協
会、
空
知
地
方
電
気
工
事
業
協
同
組

合
な
ど
五
九
業
種
団
体
で
組
織
し
た
社
団
法
人
中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

1
協
会
が
雇
用
促
進
事
業
団
か
ら
委
託
を
受
け
運
営
に
当
っ
て
い
る
。
役
員

は、
会
長
ほ
か、
副
会
長
二
名、
理
事
(専
務理
事を含

む)
一
九
名、
監
事
二

名
で
構
成
さ
れ、
専
門
組
織
と
し
て
構
成
員
が
よ
り
機
能
的
に
活
動
す
る
た
め

に、
中
空
知
単
位
の
業
種
別
連
絡
協
議
組
織
を
つ
く
り
、
講
師
団
の
編
成
や
業

業

種
別
訓
練
計
画
の
作
成
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
。

・
事
業
の
内
容

(1)養
成
訓
練
若
年
産
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
民
間
に
よ
る
養
成
訓
練
に
つ

い
て
は、
昭
和
三
十
三
年
知
事
の
認
可
を
受
け
、
滝
川
地
方
共
同
職
業
訓
練
所

を
開
設
以
来、
時
代
の
変
遷
を
重
ね
現
在
滝
川
地
方
高
等
職
業
訓
練
校
(通
称
事

業
内
職業
訓
練
校)
が
行
っ
て
き
て
お
り、
今
日
ま
で
の三
〇
年
間
に、
塗
装
科、

板
金
科
な
ど
八
科
目
八
五
五
名
の
訓
練
生
を
修了
さ
せ、
立
派
な
技
能
者
を
育

て
て
き
た
が、
こ
の
事
業
内
訓
練
二
五
年
の
節
目
に
本
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た

こ
と
を
機
に
、
本
セン
タ
ー
協
会
の
一構
成
員
と
し
て
本
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を

使
用
し、
従
来
通
り
滝
川
地
方
高
等
職
業
訓
練
校
と
し
て
養
成
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

2)向
上
訓
練
現
在
従
事
し
て
い
る
仕
事
の
技
術
を
更
に
向
上
さ
せ
る
訓
練

は、
当
セ
ン
タ
ー
の
最
も
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
こ
の
訓
練計
画
作
成
に
あ
た

って
は、
業
種
別
連
絡
協
議
組
織
が、
業
種
別
に
打
ち
合
わ
せ、
業
界
み
ず
か

ら
の
手
に
よ
っ
て
作
っ
て
い
る
。
全
職
種
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
講
座
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

と
同
時
に、
先
進
教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
な
ど
を
参
考
に
計
画
し、
訓
練

に
生
か
し
て
いる
。
こ
れ
ら
の
向
上
訓
練
は
、
一
コ
ー
ス
当
り
の
日
数
は
、
五

日
～
四
五
日
間
と
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
が、
平
均し
て
一
五
日
間
(四
五
時
間
)

程
度
で
全
体
で
は
一
六
科、
六
〇
コ
ー
ス、
総
訓
練
人
員
一、
八
〇
〇
人
程
で

あ
る
。

(3)能
力
再
開
発
訓
練
中
高
年
齢
者
や
離
転
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練
に
つ
い

第
三
章
商
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第
八
編
産
業
・
経
済

て
公
共
職
業
訓
練
施
設
な
ど
から
委
託
を
う
け
て、
実
施
し
て
い
る。

()そ
の
他
の
事
業
前
記
の
ほ
か、
各
種
の
資
格、
免
許
を
取
得
す
る
た
めの

講
座、
職
業
能
力
開
発
向
上
に
必
要
な
各
種
の
講
座、
研
修
等
を
す
す
め
る
ほ

か、
主
婦
や
子
ど
も
な
ど
、
広
く
一
般
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
座、
日
曜

大
工
教
室、
趣
味
を
生
か
す
コ
ー
ス
な
ど
を
開
設
し
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
年
間
総
利
用
者
は
延三
万
人
に
達
し
て
い
る
。

○

○
施
設
の
概
要

一
九、
八
四
五
・
一二
平
方
メ
ー
ト
ル

一、
三
七
七
・
八
七
平
方
メ
ー
ト
ル

八
八
五
・
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル

四
九
二
・
二
一
平
方
メ
ー
ト
ル

鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

昭
和
五
十
九
年
四
月
九
日

昭
和
五
十
九
年
十
月三
十
日

昭
和
五十
九
年十
一
月二
十
六
日

講
習
室
1、
研
修
室
4、
マ
イ
コ
ン
室
1、
コン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
1、

内
部
設
備

開
所

実
習
室
3、
和
室1、

事
務
室等

いて
は、
滝川
市
が
提
供し
た。

※
敷
地
一九、

八
四
五
・
一
二
平
方
メー
ト
ル
と
、
駐
車
場、
訓
練
用
機
器
等
の
備
品
に
つ

。 ○
歴
代
の
役
員

会
長
初
代
少
覺

納
(昭
五
九
・
四
・
一～
昭
六
二
・三
・
三
一)

二
代
渡辺

専
務
理
事
初
代
本
間

茂
(昭
五
九
・
四
・
一～
現
在)

恭
久
(昭
六
二
・
四
・
一～
現
在)

・卒
業
生
総
数
一
八、
七八
八
(昭
六三
・三
現
在)

な
お、
昭
和
六
十二
年
に
は
隣
接
地
に
中
高
年
齢
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

誘
致
し
、
そ
の
活
用
を
図
っ
て
き
た
が
実
習
室
不
足
は
否
め
ず、
更
に
実
技
訓

練
に
対
す
る
要
望
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
道
及
び
滝
川
市
の
協
力
の
も

と
労
働
省
へ
実
習
棟
建
設
に
か
か
わ
る
陳
情
を
続
け
た
結
果、
平
成
元
年
度
建

設
予
算
が
確
定
、
敷
地
内
に
待
望
の
実
習
棟
が
完
成
し
た
。

・
実
習
棟
の
概
要鉄
骨
造
平
屋
建

建
築
面
積
九
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

内
訳
造
園
土
木
実
習
室

金
属
加
工
実
習
室

木
材
加
工
設
備
実
習
室
三二
〇
・〇
平
方
メ
ー
ト
ル

竣
工

着
工

廊

下

平
成
二
年二
月
十
五
日

平
成
二
年
八
月
二
十
五
日

落
成
式

平
成二
年
十
月
五
日

一四三
、
六八
五
千円

北
海
道
立
滝
川
高
等
技
術
専
門
学
院
(文
京
町
四
丁
目
一‒
一)

工
事
費

三
二
〇
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

三
八
三
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

六
六
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

:完
工

起
工

構
造 二
F 一F

建
築
面
積

敷
地
面
積

北海道立滝川高等技術専門学院

我
が
国
の
経
済
社
会
は、
二
度
に

わ
た
る
石
油
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
様
な々

環
境
変
化
の
中
で
、
着
実
に
目
覚
し

く
発
展
し
て
き
た
が、
近
年
の
急
激

な
技
術
革
新
は
生
産
企
業
に
お
け
る

M
E
機
器
や、
O
A
機
器
の
導
入
を

著
しく
促
進
し
て
き
た
。
そ
の
た

め、
労
働
者
の
技
能
に
も
具
体
的
な

変
化
が
要
求
さ
れ、
従
来
の
技
能
に

新
し
い
高
度
な
技
能
水
準
が
強
く
求

め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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会
長
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六
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～
現
在)

構
造



こ
の
こ
と
か
ら
昭
和
六
十
年
五
月、
従
来
の
職
業
訓
練
法
を
「職
業
能
力
開

発
促
進
法」
に
改
め、
技
術
革
新、
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
法
の

整
備
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
学
院
は、
昭
和三
十
五
年
四
月、
道
立
滝
川
職
業
訓
練
校
と
し
て
設
置
さ

れ
、
数
多
く
の
修
了
生
を
送
り
出
し
て
き
た
。
昭
和
五
十
五
年
四
月、
道
立
滝

川
高
等
訓
練
校
と
改
称
し
、
技
能
者
養
成
等
時
代
の
要
請
に
応
じ
よ
く
責
を
果

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
前
述
の
法
改
正
に
基
づ
く
昭
和
六
十
三
年
一
月

一日
道
条
例
第
九
三
号
の
改
正
によ
り
、
北
海
道
立
滝
川
高
等
技
術
専
門
学
院

と
改
め
従
来
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
三
科
に
加
え
て、

エ
ク
ス
テ
リ
ア
技
術
科

を
新
設
し
平
成
元
年
四
月
一
日、
新
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
現
在
地
に
新
校
舎
建
築
落
成、
昭
和
五
十
七
年
十
二

月
、
寄
宿
舎
誠
和
寮
(東
町
四丁
目、
収
容人
員二
八
名)
を
全
面
改
築、
昭
和
六
十

三
年
十
一
月、

エ
ク
ステ
リ
ア
技
術
科
実
習
棟
及
び
付
属
施
設
を
増
築、
名
実

と
も
に
当
学
院
は
管
内
の
職
業
訓
練
の
か
な
め
と
し
て
の
任
を
遂
行
し
つ
つ
あ

re0

・
校
舎
面
積

鉄
筋
造
平
屋
建

・
主
な
施
設

管
理
棟
一、
実
習
棟
四、
体
育
館
一、
倉
庫
車
庫
塗
装
室
他

・
学
院
の
教
育
方
針
及
び
内
容

指
導
指
針

校
訓

「和
と
誠
実
」

・
技
能
に
対
す
る
誇
り
と
能
力
に
応
じ
た
技
能
を
身
に
つ
け
る

・
規
律
あ
る
学
院
生
活
を
実
施
し
社
会
へ
の
適
応
能
力
を
身
に
つ
け
る

板 金 科 電気工事科 建 築 科 エ クス テ リア
技 術 科

科別年度
入 学 修 了 入 学 修 了 入 学 修 了 入 学 修 了

3
5
～
5

734 661 676 626 652 575

52 32 27 22 21 40 35

53 11 29 17 13 40 37

54 34 31 30 25 44 39

55 33 29 15

1

37 35

56 35 34 32 29 27 35

57 32 29 29 27 36 32 11 〃11

"

58 30 29

3

25 36 36

59 29 23 26 21 34 30

60 30 22 21 20 34 32

61 25 22 22 19 21 19

62 30 20 25 22 32 26

63 40 37 30 27 60 55

平元 28 28 23 20 46 34 28 26

・
入
学
・
修
了
状
況

エ
ク
ス
テ
リ
ア

板
金
科

電
気
工
事
科

建
築
科

四
十
名

四
十
名

三十
名
訓
練
期
間
一
ヵ
年

・
目
的
達
成
意
欲
と
忍
耐
力
を
身
に
つ
け
る

訓
練
科
目
及
び
定
員

業

・
学
校
敷
地
三
一、

一三
九
・
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル

四、
八
五
三
・
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル

・
構
造第
三
章
商

技
術
科
三
十
名
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年
度

区 修
了
生
数

板
金

鉄
工

車
体
板
金

電
気
工
事

建
築
作
業

機
械
整
備

大
H 工

土
木
建
築

土
木
作
業

運
転
作
業

そ
の
他 合 計

就
職
率
%

未
就
職
者

管
內

管
外

道
外

学
転
職
合

炭 鉱 40

1 1 1 2 4 2 3

14 35 26 13

1

59 |一 般 25

1 1 2 2

4 1

2 3

16 64

9 1 4 1

合 計計 74

5 5 3 3 2 2

8 1 4

6

39 53 35 29

9 1

学 卒 10

1 2 3 2 1 1

10100

0 7 3

鉱炭

|
転
職

一 般 30

2 1 7 2 4 1 3

20 67 10 16

4

合 計 74 4|

4 5 3

10

5 2 7 1 7

44 59 30 36

08

鉱炭

学 卒

20

33 3 4 6 1 1

18 90

2 5

13

61
一 般 19

1 1 1 3

1| 2

【

11

1 1

13 68

6 9 4

計

60

6 6 5

10
3 22 1 2|2 2 2

42 70 18 25 17

卒

24

6 1 4

11

2

24 100

0 00 13

2

3 1 1 1 7

28

08 7

62
|一 般 19

1 1 1 3 1 4 2

13 68

6

12

1

計

68
7 3 5

14 1|

1| 1 5 4

65 24 27 14

2

卒

29

5 1 00 11

2 2

29 100

0

11 18一転
職 炭 鉱 70

2 1 1 1 6 1 7

19 27

51 14

2 3

63
一 般 14

1 1 2 4 8 57 6 0 2

合

般

計 113

5 3 9

13

2

10

1

13 56 50 57 31 22

3

、歴
代
学
院
長

二
代
長
谷
川
皓
一

初
代

中
條

九
代
中
條

八
代
山
本

七
代
高
橋

沖
夫

三
郎

-

〃

11

1111

五
一
・

五
一
・

四 三一
. 八八五八八二

六
・ 六)

五八:44:1 八
五
五・

四・
三
〇

八
・
一三

2:17在 1 三一四 三九

・年
度
別
学
院
生
就
職
状
況

第
八
編
産
業・
経
済

60

卒 9 3 4 1 1 9

100
0

「
5 4

34

4 2 3 2 3
14 41 20 13

1

21

2 2 1 3 1 1 1 1

53 10 11
24

合
学
転
職

合
学
職
転
合
学

炭 鉱 25
1

・
歴
代
校
長
五
代
安
井
一之昇 昇

節
哉昇
(平
成二・ 二六六 六五 五五 六五八二. . .

〃

昭
和
四
六
・

現二

ヘッ
六
三
・

二・
四

1
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就 職 先 職 種 別 地域別就職先

分

30

34

20

27

六代
谷
野
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第
四
章
労

働

第
一
節
か
ら
第
三
節
まで
は下
巻
に
登
載

第
四
節
労
働
争
議
・
労
働
組
合

市
史
下
巻
第
八
編
第
四
章
第
四
節
に
お
い
て
は、
第
四
節
労
働
争
議
と
表

記
さ
れ
て
いる
が、
現
在
時
点
で
の
実
相
は
争
議
よ
り
も
労
働
運
動
の
あ
り
方

や
組
織
等
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で、

「労
働
組
合」
の
表
記
を
増
補
し
、
更

に
地
区
同
盟
に
つ
い
て
欠
落
し
て
いる
と
こ
ろ
か
ら
今
回
記
述
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

労
働
組
合
状
況

滝
川
市
内
の
労
働
組
合
の
組
織
状
況
は
次
表
の
と
お
り

で
あ
る
が、
国
営
事
業
が
民
営
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
鉄
を
中
心
と
し
た
公

共
企
業
体
等
労
働
組
合
の
組
織
上
の
変
革
が
あ
り
、
昭
和
六
十二
年
に
は
大
き

く
減
少
し
た
。
ま
た、
江
部
乙
地
区
労
と
滝
川
地
区
労
と
の
組
織
上
の
合
併
が

行
わ
れ
た
の
も
同
様
の
根
拠
か
ら
と
推
察
で
き
る
(昭
和
六
十
三
年
)。

(適用法規別労働組合数及び組合員数)

年 総 数 労働組合法 公共企業体等
労働関係法

国家公務員
法

地方公務員
法

次

組
合
数

組
合
員
数

組
合
数

組
合
員
数

組
合
数

組
合
員
数

組
合
数

組
合
員
数

組
合
数

組
合
員
数

53 60 6,420 32 2,389 15 1,443 4 153 9 2,435

54 586,040 ����2,184 141,327 3 104 92,426

55 576,078 322,300 141,363

00 101

80 2,314

56 575,862

33 2,086 131,331

3

99 80 2,346

57 596,392 35 2,614 121,310

3

97

9

2,371

58 616,818 372,985 121,440

03 5 9

2,298

59

61 6,370 382,692 121,363

03 91

08 2,224

60

61 58|6,380 363,155

10 903

0
0 136 92,186

62 496,063 363,462 2 348 3 133

08 2,120

63 525,972 393,453 2 343 3 126

00 2,050

・
市
内
労
働
組
合
の
動
向

滝
川
地
区
労
働
組
合
協
議
会
(緑
町二
丁
目
一‒
二
三
)

従
来
の
地
区
労
事
務
所
は、
本
町二
丁
目
一
番、
飲
食
店
街
の
真
ん
中
に
あ

り、
木
造二
階
建
の
た
め
老
朽
化
も
甚
し
か
った
こ
と
か
ら
滝
川
市
に
移
転
新

築
を
要
望
、
「労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
現
位
置
に、
昭
和
五
十
五
年
七

月
着
工、
同
年
十
一
月
竣
工
落
成
し
た
。

昭
和
六
十
二
年、
か
ね
て
の
懸
案
で
あ
った
江
部
乙
地
区
労
と
の
合
同
の
話

第
四
章
労

働
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八
編
産
業
・
経
済

し
合
い
が
結
着、
昭
和
六
十三
年
四
月、
合
併
の
旗
上
げ
を
行
っ
て
滝
川
市
内

の二
地
区
労
統
一
組
織
が
成
立
し
た
。

単
産
名

誠
子

信
勝 実

静
也

克
広

芳
典

良
和

・
和
彦

孝
治 孝

学
院
支
部

同
右
技
術
専
門

所
支
部

同
右
土
木
現
業

林
務
署
支
部

自
治
労
全
道
庁

滝
川
地
区
協

自
治
労
全
道
庁

部
乙
分
会

川
岸

馬
淵

広
瀬

村 井

大石 村
井

山
本
芳
弘

忠
雄 弘

智
則

健
一

弘
幸

和
彦

松
雄

利
夫

松
雄

委
員
長

部畜自 会北

空工 全農 川全 職自
道開 員治

試労 組
滝
川
支
部

全
労
働
省
労
組

林
労
組
北

分労 働滝
場道 会組 組川
支庁

森
崎

遠 鈴
木

小
田
真
人

山
崎
ひ
ろ
子

古
賀

進

委
員
長七
徳 均

東
田
隆
昌 実実

・歴
代
議長

十
七
代
土
田
好
晴
(国
労)
昭
五
五
～
昭
六
一

十
八
代
大
宮

忠
(高
教
組)
〃六二

十
九
代
土
田
好
晴
(国
労)
〃
六三

北
海
道
労
働
総
同
盟
滝
川
地
区
同
盟
(明
神
町三
丁
目
八
‒
四
)

労
働
者
の
生
活
と
福
祉
を
守
る
こ
と
か
ら、
終
戦
後
各
地
区
各
層
に
お
い
て

労
働
組
合
が
数
多
く
結
成
さ
れ
た
が、
日
本
の
経
済
事
情
の
変
化
と
と
も
に
国

際
的
な
問
題
が
起
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
労
働
運
動
も
政
治
的
な
方
面
に
拡
大

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
と
と
も
に、
組
織
の
強
化
が
叫
ば
れ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セン
タ
ー
規
模
に
拡
大
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、
当
市
で
も
地
区

労
働
組
合
協
議
会
と
し
て
経
済
的
生
活
向
上
要
求
ば
か
り
で
な
く
政
治
的
な
闘

いを
も
組
み
こ
む
こ
と
が
当
り
前
に
な
り
複
雑
に
な
っ
てき
た
。

昭
和
四
十
年
前
後
に
な
る
と
、
企
業
の
倒
産、
合
理
化、
首
切
り
、
炭
鉱
閉

山
等
の
闘
争
が
一
層
はげ
し
く
な
る
に
つ
れ
て、
闘
争
の
す
す
め方
に
疑
義
を

も
つ
層
が
第二
組
合
に
分
裂
し
た
り、
系
列
化
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
中
小

連
記
書
深協滝 部庫北 支全 部労北会云 労海 部建

組道
滝労
川働
支金

総
連
滝
川

組光
北化
海学
道工支業

労
組
滝
川
支
部

北
炭
機
械
工
業

労
組
滝
川
分
会

全
タ
バ
コ
産
業

川
分
会

全
電
通
労
組
滝

団
滝
川
分
会

国
労
清
算
事
業

支
部
滝
川
分
会

鉄
産
労
自

鉄
産
労
滝
川
支

赤木 西 大和
田

照
井

工 平 城
地

菊
地

田
淵

小
出 委
員
長

川全 合銀中員自中 ガ中 会企滝
分逓
会信
労 業連 学連 組連

校空 滝組
滝

員北
組洋 職知

川

企
業
労
組
連
合

滝
川
地
区
中
小

単
産
名

・
平
成
元
年
度
地
区
労
加
盟
組
合
一
覧

甩
深
書
記
連
絡

歴
代
議
長

九
代
菅
野
幸
一
(昭
五
四
～
昭
五
七
)

一〇
代
小
枝

一一
代
小
出

一二
代
細
川
秀
夫
(平
元
年～
現
在
)

孝
(〃
六
三
～
”
六
四)

治
雄
(昭
五
七～
昭
六三
)

昭
和
二
十
三
年
結
成
以
来、
労
働
者
の
生
活
を
守
り
福
祉
の
向
上
を
願
っ
て

地
道
な
労
働
運
動
を
続
け
て
き
た
。
特
に
組
織
を
持
た
な
い
季
節
労
働
者
の
生

活
安
定
の
為
に、
そ
の
組
織
化
を
は
か
り
他
の
労
働
者
と
共
に
力
を
尽
せ
る
よ

う
に
地
区
労
の
一
員
と
し
て
の
運
動
を
展
開、
短
期
雇
傭
に
お
け
る
冬
期
講
習

会
を
編
成
す
る
な
ど
そ
の
成
果
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

国
有
鉄
道
の
民
営
移
管
等
に
よ
り、
加
盟
単
産
が
極
め
て
少
な
く
な
り
、
地

区
労
と
し
て
十
分
な
運
営
も
無
理
に
な
っ
て
き
た
こと
か
ら
、
運
動
の
一
本

化
、
効
率
化
を
目
指
し
て
滝
川
地
区
労
と
合
併
す
る
こ
と
と
し、
長
年
の
江
部

乙
地
区
労
の
歴
史
を
閉
じ
た
(昭
和
六
十三
年三
月)。

滝 合市

同
右
保
健
所
支

タ
ー
支
部

植
物
資
源
セ
ン

自
治
労
全
道
庁

単
産
名験全

滝
川
支

分
会 路発 労労

産治 教

松
井

岩
佐

藤 野

全
逓
信
労
組
江

行小組動小 ス小
従労合車労 労労

藤
森

江
部乙
地区
労
働
組
合
協
議
会
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の
労
働
組
合
な
ど
も
あ
り、
そ
れ
ら
は
徐
に々
独
自
の
組
織
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た。
昭
和
四
十
三
年三
月
十
九
日、
全
日
本
労
働
総
同
盟
空
知
地
区
滝
川

支
部
に
結
集
し
、
み
ず
か
ら
の
労
働
者
意
識
に
燃
え
た
労
働
運
動
の
歩
み
を
は

じ
め
た
。

昭
和
四
十
四
年、
滝
川
地
区
同
盟
と
改
称、
昭
和
四
十
九
年
九
月、
新
事
務

所
を
明
神
町
に
開
設、
昭
和
六
十
二
年、
北
海
道
労
働
総
同
盟
滝
川
地区
同
盟

と
名
称
を
変
更
し
た。
こ
の
間
、
北
方
領
土
返
還
運
動
の
推
進、
市
政
へ
の
積

極
的
な
提
言
、
緑
寿
園
は
じ
め
福
祉
施
設
の
慰
安
訪
問、
各
種
募
金
運
動(交

通
遺
児、
歳末
助け
合
い等)

への
協
力、
労
働
講
座
・
研
修
会
の
開
催
な
ど
地
域
に

密
着
し
た
運
動
を
す
す
め
て
き
た
。

今、
労
働
界
は
大
き
く
脱
皮
し、
民
間、
官
公
労
の
大
同
団
結
に
向
か
っ
て

前
進
し
て
い
る
。
滝
川
地
区
同
盟
と
し
て
も
課
せ
ら
れ
た
命
題
に
向
か
っ
て
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
ころ
で
あ
る
。

・
歴
代
議
長

初
代
由
良
寅
三
(昭
四
三
・
三
～
現
在)

・
加
盟
単
産

北
海
道
中
央
バ
ス
労
働
組
合
滝
川
支
部

北
海
道
電
力
労
組
火
力
総
支
部
滝
川
発
電
所
支
部

北
海
道
電
力
労
組
道
央
支
部
滝
川
分
部

全
郵
政
地
本
滝
川
地
方
支
部

北
星
交
通
労
働
組
合

鉄
労
札
幌
地
本
滝
川
支
部

北
海
道
日
産
滝
川
分
会

新
生
興
産
従
業
員
組
合

ブ
ラ
ザー
販
売
労
働
組
合
滝
川
分
会

札
幌
フー
ド
セ
ン
タ
ー
労
働
組
合
滝
川
店

働

三
和
ハ
イ
ヤ
ー
労
働
組
合

第
五
節
空
知
労
働
会
館
(そ
の
他)

江
部
乙
労
農
会
館

昭
和
六
十三
年
三
月
、
江
部
乙
地
区
労
が
滝
川
地
区

労
と
合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
長
い
間
江
部乙
地
区
労
の
事
務
所
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
労
農
会
館
は
そ
の
役
目
を
終
え
る
こ
と
と
な
った
。
旧
空
知
土
地

改
良
区
の
庁
舎
を
譲
り
受
け
江
部
乙
町
西
十二
丁
目
に
移
設
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら、
老
朽
化が
激し
く
そ
の
管
理
は
極
めて
難し
く
な
り、
児
童
生

徒
の
た
ま
り
場
の
懸
念
も
あ
り、
昭
和
六
十
三
年
夏、
建
物
を
解
体
撤
去
し
労

農
会
館
と
し
て
の
歴
史
を
閉
じ
た
。

滝
川
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

滝
川
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

両
施
設
は、
名
称
は
異
る
が
併
設
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
青
少
年
ホ
ー
ム
は

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
よ
り
開
所、
体
育
セ
ン
ター
は
昭
和
五
十
一年
四
月
の

開
館
で
あ
る
。
と
も
に、
勤
労
青
少
年
の
福
祉
を
増
進
し
、
心
身
の
健
全
な
る

発
達
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ、
そ
の
場
所
も
市
街
地
区
(本
町五
丁
目
三
番
)

に
あ
り
、
開
設
以
来
多
く
の
青
少
年
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

最
近
一
〇
年
間
の
利
用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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産
業
・
経
済

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

勤
労
青
少
年
体

育
セ

ン

平元
六三
六
二
六
一

六
〇 五
九
五
八
五
七
五
六
五
五

五
四

年
度

施
設

四
三
八

四
五
七

四
六
六

四
九
七

四
六
六

四
八
五

四
一
六

七
六
九

五
七
二

四
七八
二八〇

女

登
録

者
数

九
二
三

九
〇
四

八
六二
八
七
五

七
七
六

七
三
一

六
〇
三

九
三
二

八
〇
五

五
六
七

四
七
三 人

一、
三
六
一

一、
三
六
一

一、
三二
八

一、
三
七二

一、
二
四二

一、
二
一
六

一、
〇
一
九

一、
七〇
一

一、
三七
七

一、
〇
四
五

七
五三 人

一、
二二
八

一、
六
四
〇

二、
一〇
三

二
、
八
三
一

三
、
二八
五

三
、
五三
八

四、
九
五〇

八、
〇三
〇
一二
、
九
八
〇
四、
六三
一
二、
四
六
五

三、
四
四
九

二、
五七
二

四
九
三
七
、
〇
四
六

三九
四
六、
〇〇
五

三
四
九
四、
七
五
九

小・
中
学
生

貸

九
八
八

五
〇
三

一、
〇
八
五

一、
三
七〇

一四、
八
一
六

一
七、
一二
〇

一八
、
九
八
四

一
九、
八
七
七

四、
七
一
七
二
二、
五
四二

二、
七
四
四
一
七、
六
二
二

三
、
四
四
一

二、
四
一
一

一
一、
五
九
七

一二
、
九
九
八

一二
、
五
四二

滝
川
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運
営
審
議
会
委
員

昭
和
四
十
一
年
十
月
に
開
所
さ
れ
た
勤
労
青
少
年
ホー
ム
は
設
立
以
来、
そ

の
目
的
に
沿
っ
た
活
動
を
続
け
て
現
在
に
至
っ
て
いる
が、
同
ホ
ー
ム
運
営
審

議
会
に
つ
いて
市
史
下
巻
で
は
触
れ
て
い
な
い
の
で、
今
回
は
合
併
以
後
の
委

員
全
員
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

運
営
審
議
会
は
委
員
一三
名
以
内
で
組
織
さ
れ、
委
員
の
任
期
は
二
年
で
あ

る
。
青
少
年
を
雇
用
す
る
事
業
者、
関
係
行
政
機
関
の
職
員、
学
識
経
験
者
の

中
か
ら
市
長
が
任
命
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

氏
名

中
島
広
保
昭
和
四
六
・
六
・

一～
昭
和
五
四・

五
・
三
一

・
四
八
・
六
・

一～
五〇
・
五
・三
一

右
～
同

右
右
～

四八
・
五
・三
一

五
〇
・

五
・
三
一

六
二
・
五
・三
一

五
三
・
三
・
三
一 右

右～
四
八
・
五
・
三
一

右～ 右～
同

右
～
同

右～ 右～

右 右

五
八・

五・三
一

四
八
・
五
・
三
一

佐藤三上
博
同

司同 同
坂
口
末
一
同

後
呂
義
久
同

角
畠
義
一
同

居
林
友
一
同

田
中
敏
機
同

武
田
せ
い
同 三
、
七
一二

五
一
五

九
二
八

五
八
六

四
〇
三

八
五
四

六
九
六

二
五
一

四
七
五
八、
六
五
〇

九、
二九
三
三、
二三
七

八、
九
九
九

九、
〇
七
一

九二
二

三
、
五三
三 人
一三
、
四
一
四

一六、
二
八
九

計

人
男

利
用

者
数七、
二
三
二

計

二、
八
五
五

四、
二
八
八
六、
四
七三
一〇
、
七
六
一

四、
三
七
七

女

四、
五
六
八
一、
〇
六二

一、
三
〇
一
三
、
三
九三

一、
七
一九

二、
五三
三

二、
六
五
七

三、
三
七
四

二、
六
六
〇

七、
二
一
八
一
〇、
五
〇
三
二
、
八
九
九

八
、
六三
二
一
二、
一七〇

三、
〇
九
六

四、
一九
四

四、
七
六
七

三、
七
九〇

二
、
一〇
五

二
、
二
五
五

人

登ホ

録1

者ム

一般
大
学
生
高
校
生

人

五、
三二
〇

六、
八
七三

六、
六
一
九

八
、
〇
九
二

六
、
三三
三
九
、
一六
四
二、
二
九
四

人

三
、
三
四
〇

四、
五
一
九
六
、
一五
九

五、
七〇
九
七
、
八
一二

男

就

任

退

任

同
続
木
憲
治
同

河
村
スミ
子

野
口
敏
子

少
覺
納
同

渡
辺
恭
久
同

右～ 右～ 右
～
右
～
同

五
四
・

五
・三
一

462

ー
タ
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五、
〇
九
六
七
、
七
五
二
一二
、
八
四
八
五、
二五
一

四、
八〇
三
七
、
一〇
〇
一
一、
九〇
三

計



第
四
章
労

金
山
二
男
同

中
村
康
男

同
海
野
慈子

関
矢
孝
一
同

佐
藤
俊
郎
同

加
賀
谷
時
子
同

小
川
智
子

深
滝
政
庸

笠
光
雄

大
沢

忠
細
野
カ
ズ
子
同

久
我
英
三
同

菱
川
善
徳

坂
本
寛
行
同

了
輪

隆
同

鈴
木

清
同

荒
島

保
同

伊
井

武
同

高
野
トシ

同
若木

静

熊谷
澄夫

谷
口
ヤ
ス
子

中
川

斉
同

島
田
邦
夫
同

佐
藤
俊
朗
同

石黒
安
雅
同

工
藤
照
光
同

瑞
生
同

博
幸
同

林 青
木
仁
八
同

五
六
・
六・

一
～

右～右
～

右～
右
～
現

右
～

元・
六二
・
六
・
一～

六
三
・
三
・三
一

五
・
三
一

六
二
・
三
・
二
五
～

六
〇
・
六
・
一～ 右～ 右
～

右
～
現

右
～

元
・
五
・三
一

右～
元

・
五
・
三
一

右～
六
二
・
五
・
三
一

右～
六
二
・
五
・
三
一右

五
八
・
六・

一～
現

五七
・
六
・
一～ 右～ 右～
同

右
～
同

右
～
同

右～ 右～ 右
～
同

五
八
・
五
・三
一

五
七
・
三
・
三
一

五
九
・
三
・
三
一

五
・三
一 右

右～ 右～
同

右～
五
六
・
五・三

一
右
～
現

右～
五六・

五・
三一 在

五
三
・
四
・
一～

五
六
・
五・
三
一

右
～

五三
・
三・三

一 右
五
二
・
六
・
一
～
同

右
～

五
四・

五・
三
一

高
橋
伍
郎

五三
・
四・・

一
～

五
六
・
五
・
三
一

五
二
・
六
・

一～
五三
・
三・三

一
五三
・一
一
・
一～

五
七
・
四・
三
〇

右
～

五
二
・

一・
一～

五
二
・
五
・
三
一

五
四
・

五
・
三
一

五
三
・
一〇
・
三
一 右

右～
五
四
・
五・
三一

右
～

五
一・
一二
・
三
一

右
～

五
三
・
三
・
三
一

五
二
・
三・三

一 右
五〇
・
六
・

一～
五
二
・
五
・三
一

四
八
・
六
・

一～
四
九
・
三
・
一～

五〇
・
五
・
三
一

五
六
・
五・
三
一

四
九
・
二
・
二八

右
～
右
～

右
～
同

右
～
同

右
～
同

五
八
・
五
・三
一 右 在

正
米
内
山
史
郎
同

郷
五
四
・
六
・
一～
現

卜
部
信
臣

前
野
満
雄
同

秀
敏

田
口
栄
吉
同

織
田
信成

綿
谷
金
太
郎

笹
沼
邦
彦
同

川島
利
子

外
山
靖
晃

上
西
忠
雄
同

猪
股
栄三

同
渡
辺
豊
道
同

松
林

内
山
俊
吉
同

正
介
同

玉
井
英
子 実

富
田
昌
憲
同

藤
本

藤
井
謙和

才
田
良
利
同

古
瀬
万
敬
同

寺田
利
雄
同

新
保
良
一
同

小
野
寺
恒
章
同

二
・
三
・
三
一

六
三
・
四
・

一～
元
・
三・

三
元
・
五
・
三
一 在

元
・
三
・
三
一

六
一
・
四
・

一～
六
三
・
三
・
三
一

六
一
・
三
・
三
一

六
二
・

六
〇
・
五
・
三
一

三
・三
一

六
一
・

三
・
三
一 在

五
二
・
六・

一～

右
～
同

右～ 右～
同

五
四・

五・
三
一

右 右 右

働

山
田
舜
二
同

柳
元
池
野

ヒ
サ
同

豊
同

五
七
・
四
・
一～

五
九
・
三
・三
一

五
八
・
五
・
三
一在

六
三
・
一二
・
一一
(死
亡)

右 右 右

中村
玲子

佐
瀬

五
九
・
四
・
1
～

右
～
同

五
六・
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第
八
編
産
業
・
経
済

高
畑

昇

古賀
エス子

同
小
林
則
行
同

藤
井
謙
和
同

安
彦
由
利子

同

今
野
義
一

檜
皮
義
博第
六
節

メ
ー
デ
ー

五
月
一
日
の
メー
デ
ー
に
お
け
る
催
し
は、
か
つ
て
の
要
求
項
目
の
示
威
と

し
て
行
わ
れ
て
いた
の
と
は
おも
む
き
が
変
わ
り
最
近
は
労
働
祭
り
の
様
相
が

強
ま
っ
て
き
た。
平
成
二
年
の
そ
の
よ
う
す
は、
平
和
を
求
め
る
表
現
は
従
来

と
変
ら
な
い
が、
緑
と
環
境、
労
働
時
間
の
短
縮、
週
休二
日
制
等、
ゆ
と
り

あ
る
生
活、
子
孫
へ
の
健
全
な
地
球
環
境
を
残
し
た
い
と
い
う
庶
民
的
な
願
望

を
ス
ロー
ガ
ン
に
盛
る
傾
向
が
み
ら
れ、
簡
素
で
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
メ
ー

デ
ー
で
あ
った。

第
七
節
関
係
官
庁

滝
川
公
共
職
業
安
定
所
(緑
町二
丁
目
五
‒
一)

昭
和
十
三
年
七
月
一
日、
職
業
紹
介
法
の
改
正
に
よ
り
岩
見
沢
職
業
紹
介
所

滝
川
出
張
所
と
し
て
滝
川
町
本
通
り
四
丁
目
三
十
三
番
地
に
開
設、
戦
争
等
の

情
況
変
化
に
よ
り
名
称
の
改
変
が
あ
っ
た
後、
昭
和
二
十
二
年
四
月
八
日、
滝

在 在 在 在 在 在 在 在

川
公
共
職
業
安
定
所
と
改
称し
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

滝川公共職業安定所

昭
和
五
十
六
年
一
月
、
滝
川
市
緑

町
二
丁
目
の
現
在
地
に
新
築
移
転、

昭
和
五
十
八
年
十
月、
赤
平
分
庁
舎

を
赤
平
市
泉
町
二
丁
目
に
移
転、
昭

和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日、
砂
川

出
張
所
職
業
紹
介
部
門
を
廃
止、
昭

和
六
十
年
四
月
一
日、
労
働
省
令
第

九
号
に
よ
り、
赤
平
分
室
が
廃
止
と

な
り
巡
回
職
業
相
談
所
を
開
設。
昭

和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日、
赤
平
市
巡
回
職
業
相
談
所
は
廃
止
と
な
る
。

平
成
二
年
三
月
現
在
の
管
轄
区
域
は、
滝
川
市
・
赤
平
市
・
芦
別
市
・
砂
川

市
・
歌
志
内
市
・
深
川
市
・
新
十
津
川
町
・
上
砂
川
町
・
奈
井
江
町
・
沼
田

町
・
妹
背
牛
町
・
幌
加
内
町
・
秩
父
別
町
・
北
竜
町
・
雨
竜
町
・
浜
益
村
の
六

市
九
町
一
村
と
な
っ
て
い
る
が、
昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
人
口

は、
二二
万
九、
二
五
〇
人
、
一〇
年
前
の
国
勢
調
査
人
口二
五
万三
、
二
四

三
人
に
比
べ
ると
、
実
に二
万
三
、
九
九三
人
の
減
と
な
っ
て
い
る。

こ
れ
は
石
炭
鉱
業
の
衰
退
や、
農
業
構
造
の
変
化、
若
年
労
働
者
の
都
市
へ

の
流
出
等
が
影
響
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お、
平
成元
年三
月
末
登
録
人

口
を、
前
年
三
月
末
と
対
比
す
る
と、
五、
〇
八
五
人
(二
・三
%)
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

・歴
代
所
長

464

元
・
四
・

一～
現

元
・
六
・

一～
現

二
・
四・

一～
現

右
～
現

右
～
現

右
～
現

右
～
現

沼
田
達
雄

元
・
六
・

一～
現



世帯数

帯

数 人

口

元 年 対 比 平成2
年 3月
末現在 増減数 増減率

163 0.9 50,356 4621 0.9

働

<

89 1.1 19,945△ 594△ 2.9

26 1.0 8,893△ 7 △ 0.8

△ 18△ 1.6 △3,023△ 115 3.7

82 0.3 △82,217△ 1,242 1.5

△ 107 △1.0 25,918△ 723 2.7

54 0.7 23,984△ 391 1.6

△

33

△

1.1 8,750△ △286 3.2

△

36 1.2 6,706△ 257 3.7

< 53△ 1.8 8,319△ 151△ 1.8

△ 74/ △△0.4 47,759 1,085 2.2

14 0.1 30,694△ 605△ 1.9

52 3.0 5,292 10 0.2

△△ 9 0.6 5,228△ 143△ 2.7

0
6

0.6 2,723△ 61△ 2.2

△ 5

5.△ 0.4 3,830

△

63△ 1.6

△ 1|△1 0.1 3,094△ 73△ 2.3

57 4.6 3,947△ 10△ 0.3

114 0.6 54,808 △945 1.7

15 0.02210,702|△3,995L 1.9

元

六三
六
二

六
一

六〇 区
分
|

七
、
五
五
一

八
、
〇
六
五

八、
三
一
八

八
、
四
一
七

八、
四
七
五 新
規 規

五、
〇
七
四

五、
二
一
四

五、
五〇
八

五、
四二
九

五、
五
三
八

男 求
職

二
、
四
七
七

二、
八
五
一

二
、
八
一
〇

二、
九
八
八

二、
九
三
七

九、
〇
三
九

八

九、
二
八
七

八、
二
九
六

八、
一三
七

七、
二
八
二 新
規

六
、
〇
〇三

六、
一八
九

五、
八
九
五

五、
六
六
四

五
、
一六
九

求求
人

数二、
一四
二

二、
三〇
九

二、
一六
八

二、
二〇
九

二、
一一三

四
、
一四
七

四、
九
四
三

四、
三
七
四

四、
七
一八

四、
六
一
七

計

就

三、
〇
九
一

三、
五
九
四

三
、
二
一五

三、
四
一
一

三
、
三
九
二

男 職

一、
〇五
六

一、
三
四
九

一、
一五
九

一、
三〇
七

一、
二二
五

女

(注
元
年
度
新
規
求
人
数
計
の
差
は
共
用
求
人
数)

・
職
業
紹
介
状
況
(滝
川
市
・
赤
平
市
・
新
十
津
川
町
・
浜
益
村
分
)

代
理
清
水
二
郎

〃

七
五

昭
五六:一二

二
六代

熊谷
澄夫

四

二
五
代
佐
瀬
瑞
生

〃昭 〃昭
五五計 五五九七 七五

三四 三四

二九
代
中
村
康
男

二
七
代
菱
川
善
徳

二
・

平

(昭
六
三
・

昭
五
九

(〃六一:

三四 三四

二
八
代
笠

光
雄

現

平二・
・

〃昭

・
三六六一

在四 三四

・
当
安
定
所
管
内
市
町
村
人
口
及
び
世
帯
数

年
度

第
四
章
労

増減数 増減率

計

二
四
代
高
橋
伍
郎
(〃
五
五
・
三

昭
五
三・

数

女

男

女

数

三
〇
代
檜
皮
義
博

元 年 対 比

465



管内市町村人口及び

区 分 世 帯 数 人

口 世

取
扱
所
別|

60 年 55 年 60 年 55 年
平成2
年 3月
末現在

第
八
編
産
業
・
経
済本赤平 市 8,023 8,675 22,645 25,467 7,912

新十津川町 2,485 2,498 9,111 9,429 2,728

所 浜 益 村 1,181 1,321 3,327 3,977 1,098

小 計 29,423 29,022 87,087 90,065 30,710

芦 出
張
所
|

芦 別 市 10,537 11,063 30,017 32,946 10,146
別

砂
川

出
張

所
砂 川 市 8,604 8,469 24,829 25,355 8,294

歌 志 内市 3,612 3,648 9,612 10,178 3,422

上 砂川 町 3,484 3,837 9,459 10,790 2,852

奈井江 町 2,992 2,777 8,634 8,648 2,874

小

小
計 18,692 18,731 52,534 54,971 17,442

深 川 市 11,056 10,911 33,833 35,376 11,014

沼 田 町 1,753 1,783 5,640 6,207 1,771

妹 背 牛 町 1,621 1,715 5,583 6,136 1,579

川
分 秩 父 別町 1,117 1,134 4,003 4,163 1,173

北 竜 町 873 933 3,266 3,569 888

室
雨 竜 町 1,067 1,014 4,105 4,147 1,309

小 計 18,666 18,887 59,612 63,338 18,690

合 日
三

計 77,318 77,703229,250241,320 77,018

滝 川 市 17,734 16,528 52,004 51,192 19,002

昭
和
四
十
七
年
十
二
月、
滝
川
市
緑
町
二
丁
目
五

滝
川
労
働
基
準
監
督
署

番
三
十
号
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
て
を
新
築
移
転
し
現
在
に
至
って

い
る
。

労
働
基
準
法
並
び
に
労
働
安
全
衛
生
法
等
に
基
づ
い
て
管
内
の
適
用
事
業
場

数
一
万
六
三
五
事
業
場、
労
働
者
数
八
万
九、
九
一
六
人
(平
成元
年
四
月
一
日
現

在
)
に
対
し
一
般
労
働
条
件
や
労
働
安
全
衛
生
の
監
督
指
導
を
行
う
と
と
も

に、
労
働
災
害
補
償
保
険
法
に
よ
る
保
険
料
の
徴
収
や
業
務
上
災
害
(通勤
災
害

を
含
む)
に
よ
る
療
養、
休
業、
障
害
、
遺
族
補
償
及び
葬
祭
料
等
の
各
給
付

を
行
っ
て
いる
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
昭
和
六
十
三
年
度
に
お
い
て
は、
休
業
四

日
以
上
の
労
働
災
害
は、
七
一
七
件
(う
ち
死亡一

五
件)
発
生
し
て
お
り
、
同

六
十
三
年
度
の
労
災
保
険
料
収
納
額
四
四
億二
、
〇
〇
〇
万
円
に
対
し
て、
各

補
償
費
の
給
付
額
は
七
八
億二
、
二
〇
〇
万
円
と
大
幅
赤
字
と
な
って
い
る
。

職
業
性
疾
病
の
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
の
充
実
強
化、

労
働
時
間
対
策、
賃
金
不
払
い
の
防
止、
最
低
賃
金
制
の
推
進
等
に
重
点
を
置

き
積
極
的
な
行
政
展
開
を
図
っ
て
い
る
が、
更
に
勤
労
者
財
産
形
成、
定
年
制

延
長
、
安
全
衛
生
融
資
制
度
の
促
進
拡
充
等
、
幅
広
い
労
働
福
祉
事
業
の
展
開

を
め
ざ
し
て
い
る
。

歴
代
署
長

一七
代
山
田
舜
二
(昭
和
五
四
・
四
・
一

一八
代
工
藤
照
光
(昭
和
五
六
・
四
・
一
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深

幌 加 内 町 1,179 1,397 3,182 3,740 956

注 55年、60年の世帯数・人口は国勢調査による

市町村別



一
九
代
伊
井

忠
(〃

六〇
・
四
・
一

英
三
(〃

五
九
・
四
・
一

武
(〃

五
八
・
四
・
一

昇
(平
成
元・
四・
一～
現
在)

二
一
代
深
滝
政
庸
(〃

六
一
・四
・
一)

二
一
代
大
澤

二
二
代
高
畑

二〇
代
久
我

働

467
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第
八
編
産
業
・
経
済

金
融

第
五
章

株
式
会
社
北
洋
銀
行
滝
川
支
店

大
正
六
年
北
海
道
無
尽
株
式
会
社
と
し
て

創
立
さ
れ
た
当
行
は、
北
洋
無
尽
株
式
会
社、
株
式
会
社
北
洋
相
互
銀
行
と
商

号
変
更
等
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
業
績
を
伸
展
さ
せ、
創
業
七
十
周
年
を
昭

和
六
十二
年
に
迎
え
た
後、
平
成元
年
二
月
一日、

普
通
銀
行
に
転
換、
商
号

を
株
式
会
社
北
洋
銀
行
滝
川
支
店
と
改
め
た。

営
業
区
域
は、
滝
川
市
・
芦
別
市
・
赤
平
市
・
新
十
津
川
町
・
浦
臼
町
・
雨

竜
町
・
浜
益
村
の
三
市
三
町
一村
に
わ
た
り、
職
員
十
九
名
を
も
っ
て
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
と
め
地
域
経
済
の
進
展
に
寄
与
し
て
い
る。

歴
代
支
店
長

一七
代
梶
原

敏

〇
三
・

九
・

五
五
〃 昭五
三:110:10

)・
1

北洋銀行滝川支店

北
海
道
拓
殖
銀
行
滝
川
支
店

滝
川
支
店
は
昭
和
六
十
三
年
九
月、
開
店
七

十
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
た。
大
正
七
年
の
創
業
以
来、
大
町
一
丁

目
の
現
在
地
に
在
っ
て
一
貫
し
て
滝
川
市
の
金
融
界
の
先
達
と
し
て
市
民
の
便

を
図
り
、
滝
川
市
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。

平
成
二
年
三
月
現
在
職
員
三
四
名
(男
一五
名、
女
一九
名)
を
も
っ
て
滝
川

市
・
新
十
津
川
町
・
雨
竜
町
・
浜
益
村
の
四
市
町
村
を
営
業
区
域
と
し
て
カ
バ

ー
し
、
A
T
M
(
現
金
自
動
預
金支
払
機)
三台
、
C
D
(現
金自
動
支
払
機)
一台
、

ス
ー
パ
ー
A
T
M
一台
の
機
械
を
設
置
し
て
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
て
い

る
。
歴
代
支
店
長

昭
五
二
・

二三
代
福
島
栄
蔵
〃
五
五
・

11五 "五

七

九

心
六
一
・
一

元
二
七
代
西
山
政
市

株
式
会
社
北
海
道
銀
行
滝
川
支
店

舗
新
築
以
来、

「道
銀」
の
名
で
市
民
に
親
し
ま
れ、
金
融
サー
ビ
ス
に
つ
と

め
て
い
る
。

二
八
代
牧
野

滝
川
支
店
は
明
神
町
一丁
目
五
番
に
店

現
況
人
員
二
四
名

機
械
A
T
M
(
現
金
自
動
預
金
支
払
機)
四
台

C
D

(現
金
自
動
支
払
機
)

滝
川
市
・
新
十
津
川
町
・
浦
臼
町
・
雨
竜
町

歴
代
支
店
長

正

1111

一七
代
辻

一
九
代
武
藤
正
紀
(2)

一五
代
那
須
野
司
郎

ぐ
六
三
・

(平
二
・

(ハ
五
七・六五

九

一・

三二 五五 三三

二〇
代
石
田

励 励
(現

1111 1111
六六 五五

九三ー

在四 二五 五三
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現 ク
元
・
六
・
二
九在

二
一
代
中
村
誠
一

〇

二

一
(ミ
六
一
・
一〇
・

二元・
六・三八

六
(小�叭:

�:三九
二〇
代
荒
井

一
九
代
澤
田
善
光
・

五

浩
一八
代
榊

告

八
(小五�:一五

・二八

営
業
区
域

昭
五
五
・

一六
代
小
池
仁
人

二
四
代
沼
田
栄
二
(ハ
五
七・

"
五
五
・

二
六
代
富
家

五1
1

六五

稔

〃現

登
(平
元・

在一 一九 六一

二
五
代
塚田

忠

‒‒ 九六 一六

一台

一
八
代
吉
田
弘
実

平
二
・



札幌銀行

札幌銀行滝川支店

株
式
会
社
札
幌
銀
行
滝
川
支
店

昭
和
六
十二
年
十
二
月
金
融
制
度

調
査
会
の
答
申
に
基
づ
き、
相
互
銀

行
が
普
通
銀
行
に
転
換
す
る
と
い
う

経
過
か
ら
平
成
元
年
二
月
一日
を
も

っ
て、
株
式
会
社
北
海
道
相
互
銀
行

滝
川
支
店
を
株
式
会
社
札
幌
銀
行
滝

川
支
店
と
名
称
変
更
す
る
と
と
も

に、
支
店
事
務
所
を
駅
前
西
友
店
内

に
移
転
、
滝
川
市
・
赤
平
市
・
雨
竜

町
・
新
十
津
川
町
の二
市
二
町
を
営

人
員
九
名
(男
子
六
名、
女
子
三
名)

歴
代
支
店
長

勲
生
(昭五一:

一天
四
代
志
賀
啓
司

二
代
綿
木
正
弘

一現〃’1111
六
一
六五
〇五

在六 三七

深
川
市
を
中心
と
し
主
と
し
て
北
空
知
地
域

を
対
象
に
し
た
信
用
金
庫
で
あ
る
が
、
業
務
の
伸
展
に
と
も
な
い
滝
川
市
に
支

店
を
設
置
し
金
融
業
務
を
強
力
に
す
す
め
て
い
る
。
現
在
の
職
員
は
八
名
で
あ

る
。

現
況
人
員
八
名

C
D
機
一
台

滝
川
市
・
砂
川
市
・
奈
井
江
町
・
新
十
津
川
町

歴
代
支
店
長

昭〃

昭
・

・
二

五
四

三在

二
代
高
石

三
代
猪
股
昭
雄

四
代
加
藤
正
典

・
三・

七
五

四
・

七
五
ハ六
二
・
三
・
三

•

平
元
・三
・
三
一

〃
六二
・
四
・

元
・
四
・

一

肇一
〃現

本
店
一、
支
店
一〇
計
一
一店
に
よ
り
営
業
し
て
い
る
。

営
業
機
構
は
こ
れ
ら
一
一店
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
集
約、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
中
心

に
業
務
を
円
滑
に
効
率
よ
く
遂
行
し
て
い
る
が、
滝
川
ブ
ロ
ッ
ク
は
本
店
営
業

部
、
黄
金
支
店、
江
部
乙
支
店
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
職
員
総
数
は、
一
一二

名
で
あ
る
。

歴
代
理
事
長

三
代
土
山
宇
三
郎
(ハ
六
一
・
一〇
・
一〇

昭
四
二
・

二
・
二

る
。

第
五
章
金

融 昭
五
一・
一・
一〇

ハ
五
四
・
七・
三
一

一〇
代
久
高
喜
好

一
一代

山内

一二
代
山
口

一義
(
/五

六

七・
四・
二

=
五
九
・
六・
二
九

(ハ
六
三
・
二
・
二九

八

在
〃
六
三
・
三
・

一
一四
代
白
戸
黎
一

一三
代
滝
田

勝

現

富
良
野
信
用
金
庫
滝
川
支
店

昭
和
四
十
八
年
芦
別
支
店
の
一出
張
店
舗
と

し
て
滝
川
市
に
設
置
さ
れ
た
が、
業
務
の
伸
展
が
極
め
て
著
し
い
こ
と
か
ら
昭

和
五
十
一
年
滝
川
支
店
と
し
て
昇
格
開
設
さ
れ
以
来
利
用
者
の
便
を
図
っ
て
い

初
代
板
東

三
代
金
沢

勉

・
五

五
〃
〇
六

〃

11

・
六

一

六五四

北
空
知
信
用
金
庫
滝
川
支
店

機
械

営
業
区
域

業
区
域
と
し
、
支
店
長
以
下
一
一名
の
構
成
に
よ
り
営
業
を
行
っ
て
い
る
。

歴
代
支
店
長

敏
弘
(Eg:m:ml

五
代
阿
部

道
央
信
用
組
合

469



第
八
編
産
業・
経済

四
代
中
島
正
雄小
林
勝
秀
(昭
五
四)、

伊
東
正
司
(昭
五
五)、

西
巻
栄
治
(昭
五
六
・
五
七
)、
大
辻
克
己
(昭
五
八
)、

宮
田
正
則
(昭
五
九
～
現
在
)

岡
田
英
雄
(昭
五
四
・
五
五)、

坂
下
幸
年
(昭
五
六～
五
八)

品
田
憲
一
(昭
五
九
～
六
一
)、
浪
越
義
雄
(昭
六
二
～
現
在)

芳
川
和
雄
(昭
五
四)、

細
川
光
人
(昭
五
五
)

向
田
邦
臣
(昭
五
六
～
六
〇
)、
朝
岡
寿
一
(昭
六
一～
現
在)

北
門
信
用
金
庫

滝
川
信
用
組
合、
中
空
知
信
用
金
庫
と
いく
つ
か
の
経

緯
を
辿
り
な
が
ら
着
実
に
業
績
を
積
み
重
ね、
昭
和
五
十三
年
北
門
信
用
金
庫

と
改
称、
現
在
に
至
って
い
る。

平
成
元
年二
月、
創
業
四
十
周
年
を
迎
え
店
舗
は
中
空
知
地
区
か
ら
札
幌
市

を
は
じ
め
と
す
る
道
央
圏
に
か
け、
二
三
か
店
の
ネ
ッ
ト
ワー
ク
に
よ
り
地
域

の
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
現
在
預
金
量
は
一、
〇
〇
〇
億
円
に
達
し
て

い
る
。営
業
区
域
空
知
管
内
全
域
(二
二
市
町
村)、

札
幌
市
・
恵
庭
市
・
千
歳
市
・
江
別
市
の

外
石
狩
管
内
五
町
村、
苫
小
牧
市

二
五
七
名

歴
代
理
事
長
四
代
岡
田
外
之
(昭
四
四
・
三
・
～
昭
五
八
・
一〇
・
一〇
)

役
職
員

五
代
廣
部
三

(昭
五
八
・
一〇
・
一
一～
現

在
)

歴
代
本
店
長
青
木
佐久三

(小五七・三
石
田
誠
司
(
ハ六ペ
・三

ハ
五
七
・
四

(平
六
一
・
四

木
津

隆

現平

在

,
元
・
四

西
友
滝川
店
A
T
M
機

店
外
自
動
サ
ー
ビ
ス
コー
ナ
ー

一
台
一
台

庫
金
用

信
門

北

在六一
台

市
役
所
内

C
D
機

九
代
杉
山
春
雄
(〃六三

・
四

一〇
代
木
戸
口克
己
(〃
六
三
・
一
一

歴
代
支
店
長
機 構 敷
地
面
積造 告
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建

延
面
積
二一
〇
・
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル

店
舗
概要

械
A
T
M
機

一台

初
代
加
藤
喜
彦
(昭
四〇
・
一
二

二
代
石
田
誠
司
(昭
四
二
・
三

六
代

四
代
清
水
浩
韶
(〃
四
八
・
四

鈴
木

三代
杉
岡
美
昭
(〃四
五
・
四

五
代
井
上
秀
夫
(〃
五〇
・
四

四

謙
(〃五

五・
四

八
代
工
藤
三
雄
(〃六
一
・
四

470

は
、
開
店
当
初
の
約
三
倍
(七〇
〇
店)、世

帯
数
も
約
一・八

倍
(八、
一〇
〇
戸)

に
ふ
く
ら
ん
で
お
り、
当
支
店
の
果
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ

る
。昭
和
四
十
六
年
十
月、
現
在
地
に
移
転
し
新
店
舗
を
新
築
し
た
。

一、
〇三
八〇
一平
方
メー
ト
ル

博

C
D
(現
金
自
動
支
払
機)

岸

A
T
M
(
現
金自
動
預
金
支
払
機)
二台

機
械

(平
元
・三

七
代
奥

栄
治
(〃
五八
・
四

北
門
信
用
金
庫
滝
川
北
支
店

市
立
病
院
内
A
T
M
機

一台

当
支
店
は
滝
川
市
の
発
展
に
伴
っ
て
国

鉄
根
室
本
線
以
北
の
開
発
が
急
激
に

す
す
み
、
地
元
の
要
請
に
応
え
住
民

への
金
融
サー
ビ
ス
が
必
要
と
な

り
、
昭
和
四
十
年
十二
月、
朝
日
町

西
一
丁
目
一ー
三
六
に
店
舗
を
設
け

開
店
し
た。
そ
の
後
地
域
の
発
展
は

め
ざ
ま
し
く
、
昭
和
六
十
年
三
月
現

在
で
地
区
内
の
商
店
・
事
業
所
の
数

北門信用金庫滝川北支店

現 昭
六
一
・
一
一・

本
店
営
業
部
長

黄
金
支
店
長

江
部
乙
支
店
長



北
門
信
用
金
庫
江
部
乙
支
店

昭
和二
十
七
年
四
月、
現
在
地
に
移
転
し
営

業
を
続
け
て
き
た
が、
事
業
の
伸
展
に
と
も
な
っ
て
店
舗
の
拡
充
が
必
要
と
な

り
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
現
店
舗
を
新
築
し
た
。

造
店
舗
概
要
敷
地
面
積
五
一
五・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル

構延
面
積

機
械
設備

C
D
機

一台
二
七
七
・
九
二
平
方
メー
ト
ル

歴
代
支
店
長

一一
代
三
好

一三
代

一五
代
奥

一
七
代
細
川
良
一
ノ
六〇
・
四

一
九
代
小
出
藤
男
平
元
・
七

勲
昭
四
五・
一〇

一二
代
猿
田
庫
次
昭
四
八
・
四

〃
五
五
・
四

〃
五八
・
四

北
門
信
用
金
庫
二
の
坂
支
店

第
五
章
金

融

時
金

北門二の坂支店

北
滝
の
川
地
区
の
開
発
が
す
す
み

住
宅
街
が
広
が
り、
工
業
団
地
の
造

成
が
軌
道
に
の
る
な
ど
人
口
増
が
確

か
な
も
の
に
な
った
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
の
要
望
に
応
え
て
金
融
面
に

お
け
る
キ
メ
細
か
な
サ
ー
ビ
スが
必

要
に
な
り
、
北
門
信
金
と
し
て
は
道

内
二
十
四
店
目
の
店
舗
設
置
に
踏
み

切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

店
舗
概
要

滝
の
川
町
東
三
丁
目

一
一四
七
番
六

構 店
舗
概
要
(所
在
地
滝
川
市
大
町
二
丁
目
一
番)

四
九
五
・
八
七
平
方
メー
ト
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

構 敷
地
面
積造

建
物
延
面
積
四
六
八
平
方
メ
ー
ト
ル

一
階
二三
七
平
方
メ
ー
ト
ル

二
階
二三
一
平
方
メ
ー
ト
ル

A
T
M
機
一台

機
械
装
備

営
業
区
域

滝
川
市
・
新
十
津
川
町
・
雨
竜
町

営
業
組織
(人
員
七名)

労働金庫滝川支店

オ
ー
プ
ン

敷
地面
積

建
物
構
造

床
面
積
六
名
初
代
木
井
俊
雄

平
二
・
六
・
八

歴
代
支
店
長

職
員
数

平
成
二
年
六
月
八
日

七
七〇
平
方
メー
ト
ル

鉄
骨
造平
屋
建

二
六〇
平
方
メ
ー
ト
ル

一

北
海
道
労
働
金
庫
滝
川
支
店

昭

和
五
十
六
年
十
月
北
海
道
労
働
金
庫

滝
川
出
張
所
と
し
て
開
設
さ
れ、
自

治
体、
労
働
団
体、
会
員
組
合
員
等

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
金
融
サ
ー
ビ

ス
業
務
に
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
び、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
滝
川

支
店
に
昇
格、
計
画
的
な
財
産
形
成
や
融
資
の
充
実
等、
利
用
者
の
利
便
を
図

り
な
が
ら
信
頼
と
安
定
を
ベ
ー
ス
に
経
営
に
努
力
し
、
地
域
経
済
の
発
展
安
定

に
寄
与
し
て
き
た
。

所
在
地

木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
ぶ
き
二
階
建
店
舗
兼
居
宅

高
橋
晴
児
〃五
一・

三
一四
代
山
内
英
司進

栄
治
〃五
六
・
八

一六
代
川
口

一八
代
木
村
正
義
ク六
一・
四
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第
八
編
産
業
・
経
済

支
店
長

(1)

三代 二代

四
代
吉沢

吉
雄
平
二・

三～
現
在

北
海
道
信
用
保
証
協
会
滝
川
支
所

中
小
企
業
の
経
営
者が
事
業
発
展
の
た

め
に
事
業
資
金
を
必
要
と
し、
金
融
機
関
から
借
用し
よ
う
と
す
る
と
き、
そ

の
保
証
人
と
な
っ
て
こ
れ
ら
中
小
企
業
の
育
成
を
は
か
り、
地
域
経
済
の
安
定

成
長
に
つ
く
そ
う
と
す
る
公
共
的
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
が
本
協
会
で、
滝

川
支
所
は、
滝
川
市
・
深
川
市
・
美
唄
市
・
砂
川
市
・
芦
別
市
・
赤
平
市
・
歌

志
内
市
・
浜
益
村
・
奈
井
江
町
・
上
砂
川
町
・
新
十
津
川
町
・
浦
臼
町
・
妹
背

牛
町
・
秩
父
別
町
・
雨
竜
町
・
北
竜
町
・
沼
田
町
・
幌
加
内
町
の
七
市
一〇
町

一
村
を
営
業
区
域
と
し
、
中
小
企
業
の
金
融
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
代
表
的
な
保
証
取
扱
い
は、
長
期
経
営
資
金
保
証
・
事
業
者
向
け
カ
ー
ド
ロ

ー
ン
の
利
用
な
ど
が
あ
り
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
保
証
限
度
額
を
引
き
上

げ
て
利
用
す
る
中
小
企
業
者
の
便
を
図
っ
て
い
る
。

歴
代
支
所
長

支
所
職
員
男
子
六
名
女
子
二
名
計
八
名

昭
五六・

一〇

内
部
担
当

支
店
長
代
理

(1)

渉
外
担
当

(1)

支
店
長
代
理

営
業
係

融
資
係

総
務
係

渉
外
係
(10 (1)(1)(1)(1)

三四 三四

三
代
松
田
茂
広
々
五
七
・ ・

五
五

(ハ
五
五
・

二
代
土
橋
和英

(昭
五
一二
・
四
・

一

五

三
・
三・
三

四
・
三
・
三

三四
. ●

三 三

事
務
局
石
丸
丑
之
助
(滝
川
神
社) 茂

在

滝
川
町
御
大
礼
記
念
貯
金
組
合

昭
和三
年
十
二
月
九
日、
七
五
名
の
参
加

者
に
よ
って
設
立
総
会
を
開
き
発
足
し
た
当
貯
金
組
合
は
、
一定
額
を
二
一
二

年
間
据
置
貯
金
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
孫
繁
栄、
自
治
体
発
展
の
基
金
と
で

き
る
と
い
う
雄
壮
な
構
想
の
下
に
歩
み
を
続
け
て
き
た
。

七
五
名
の
浄
財
は
各
人
名
儀
の
個
人
通
帳
に
よ
り
郵
便
貯
金
さ
れ、
三年
ご

と
に
開
か
れ
る
総
会
に
お
い
て
そ
の
状
況
が
報
告
さ
れ
各
人
によ
っ
て
確
認
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
物
価
や
貨
幣
価
値
が
大
き
く
変
動
し
た
こ
と
か
ら

昭
和
三
年
当
時
の
金
額
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
検
討
さ
れ
総
会
で
論
議
さ
れ
た

が
、
金
額
の
多
寡
で
は
な
く、
子
孫
や
郷
土
を
思
う
心
を
ど
の
よ
う
に
伝
わ
ら

せる
か
が
大
切
で
あ
る
と
の
結
論
に
な
り
各
人
の
努
力
を
誓
った
と
こ
ろ
で
あ

る
。

歴
代
組
合
長

三
代
上田

五
代
上
田
岩次

四
代
福
田
義
行

二
代
樋
口
隆
治

政雄
(西
滝川
七二)

組
合
の
運
営
も
通
帳
管
理
も
長
年
月
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
世
代
交
代
も
す
す

み
難
し
い
面
も
あ
る
の
が
実
態
だ
が、
組
合
員
は
祖
父
た
ち
の心
を
受
け、
更

に
そ
の
精
神
を
子
弟
に
受
け
継
が
せ
る
べ
く
真
摯
に
と
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
元
年
度
末
現
在
組
合
員
健
在
者
佐
藤

初
代
樋
口
覚
治

現平

平
六
代
飯
田
良
夫 潤

四
代
足
立

五
代
伊
藤
秀
雄

少
六
一
・

心
六
一
・

「
五
七

歴
代
出
張
所
長
・
支
店
長

所
長
初
代
中
西
喜
蔵

支
店
長
初代

西
利
雄
昭六
一
・
一〇

三
代
西

利
雄

二
代
荒
川

佐
藤
信
雄
〃
六
三
・
三

佐々
木
靖
博
〃
六二
・
三

勲
〃
五
七
・
三

〃
五
九
・
三
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